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/121
　

月　

日（
金
）

１２

２５

納
期
限
の

お
知
ら
せ

主
な
内
容

◆健康ガイド
薬物乱用防止ポスター・
標語展示会、むし歯予防
教室、両親学級たんぽぽ
クラス　ほか …６面

◆福祉のひろば
成人式を迎える障がいの
ある方に祝品を贈呈、さ
くら健康クラブ利用者募
集　ほか …６面

◆催し
ゴスペル・ミニ・コンサ
ート、外国籍の方向けう
どん打ち体験会・懇親会
ほか …１１・１２面

◆お知らせ
パブリックコメント募集、JR武蔵小
金井駅西側に「ｎｏｎｏｗａ口」開
設、非常勤嘱託職員募集、平成２６年
度決算の概要　ほか…２～１０、１２面

納付書裏面等に記載の場所で納付してください。
便利な口座振替をご利用ください。

固定資産税・都市計画税 … 第３期分
国民健康保険税 ……………第６期分
後期高齢者医療保険料 ……第６期分
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納
期
限
経
過
後
は
、
納
期
限
の

翌
日
か
ら
納
付
の
日
ま
で
の
期
間

の
日
数
に
応
じ
て
延
滞
金
が
加
算

さ
れ
ま
す
。

　

督
促
や
催
告
な
ど
、
再
三
の
お

願
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
納
付
が
な

い
場
合
、
財
産
（
給
与
、
預
貯
金
、

不
動
産
な
ど
）
を
調
査
し
、
差
し

押
さ
え
に
よ
る
滞
納
処
分
が
課
せ

ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

 　

平
成　

年
１
月
～　

月
に
納
付

２７

１２

し
た
国
民
健
康
保
険
税
・
国
民
年

保
険
料
（
税
）
は 

所
得
控
除
の
対
象
で
す

金
保
険
料
・
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
料
・
介
護
保
険
料
は
、
所
得
税

の
確
定
申
告
お
よ
び
市
・
都
民
税

申
告
の
際
、
社
会
保
険
料
と
し
て

所
得
か
ら
控
除
さ
れ
ま
す
。

　

平
成　

年
中
に
納
め
た
金
額
を

２７

確
認
の
う
え
、
申
告
し
て
く
だ
さ

い
。
な
お
、
申
告
の
際
は
、
国
民

年
金
保
険
料
以
外
は
証
明
書
類
を

添
付
す
る
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。

 　

各
種
税
金
、
保
険
料
の
口
座
振

替
は
、
納
期
限
に
合
わ
せ
て
、
指

定
し
た
金
融
機
関
の
口
座
か
ら
自

動
的
に
引
き
落
と
し
が
で
き
る
た

め
、
便
利
で
確
実
で
す
。

　

申
込
方
法
等
詳
し
く
は
、
各
係

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

納
め
忘
れ
の
な
い 

口
座
振
替
の
ご
利
用
を

　

各
種
税
金
・
保
険
料
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た

め
の
大
切
な
財
源
で
す
。
納
め
忘

れ
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
至
急
、
納

付
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

納
期
内
に
納
め
る
こ
と
が
困
難

な
方
は
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

 　

市
税
は
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
や
各

種
事
業
な
ど
の
大
切
な
財
源
で

す
。

　
　

月
は
固
定
資
産
税
・
都
市
計

１２
画
税
第
３
期
の
納
期
で
す
。
ま

た
、
市
・
都
民
税
第
３
期
、
軽
自

動
車
税
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。

問
合
先　

納
税
課
納
税
係
（
☎　
０４２

儿　

儿
９
８
２
３
）

３８７

 　

国
民
健
康
保
険
制
度
は
、
加
入

者
の
皆
さ
ん
か
ら
の
保
険
税
と
国

の
負
担
金
で
賄
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
年
々
増
え
続
け
る
医

市　

税

国
民
健
康
保
険
税

療
費
に
対
応
で
き
ず
、
都
の
補
助

金
や
一
般
会
計
（
市
税
）
か
ら
の

援
助
を
受
け
て
運
営
し
て
い
る
の

が
実
情
で
す
。
制
度
を
維
持
し
て

い
く
た
め
に
は
、
皆
さ
ん
の
日
常

的
な
健
康
管
理
と
保
険
税
を
納
め

て
い
た
だ
く
こ
と
が
基
本
で
す
。

　

一
度
に
納
め
る
こ
と
が
困
難
な

方
に
は
、
分
納
な
ど
の
方
法
も
あ

り
ま
す
。
納
付
書
の
再
発
行
、
年

金
天
引
き（
特
別
徴
収
）か
ら
口
座

振
替
へ
の
変
更
手
続
等
、
詳
し
く

は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
先　

▽
賦
課
に
つ
い
て
＝
保

険
年
金
課
国
民
健
康
保
険
係
（
☎

　

儿　

儿
９
８
３
２
）
▽
納
付
に

０４２

３８７

つ
い
て
＝
納
税
課
納
税
係
（
☎　
０４２

儿　

儿
９
８
２
３
）

３８７

 　
　

歳
以
上
の
方
ま
た
は　

歳
以

７５

６５

上
で
東
京
都
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
の
障
害
認
定
を
受
け
て
い

る
方
の
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

は
、
年
金
か
ら
天
引
き
（
特
別
徴

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

収
）
さ
れ
る
か
、
市
か
ら
送
付
す

る
納
付
書
で
納
付
ま
た
は
口
座
振

替
（
い
ず
れ
も
普
通
徴
収
）
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　

納
付
書
の
再
発
行
、
年
金
天
引

き
か
ら
口
座
振
替
へ
の
変
更
手
続

等
、
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
合
先　

保
険
年
金
課
高
齢
者
医

療
係
（
☎　

儿　

儿
９
８
３
４
）

０４２

３８７

 　
　

歳
以
上
の
方
の
介
護
保
険
料

６５
は
、
年
金
か
ら
天
引
き
（
特
別
徴

収
）
さ
れ
る
か
、
市
か
ら
送
付
す

る
納
付
書
で
納
付
（
普
通
徴
収
）

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
納
付
書
を

紛
失
し
た
場
合
は
、
再
発
行
し
ま

す
の
で
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

介
護
保
険
料
を
未
納
の
ま
ま
に

し
て
お
く
と
、
２
年
を
経
過
し
た

時
点
で
時
効
消
滅
し
、
納
付
す
る

こ
と
が
で
き
な
く
な
り
、
い
ざ
サ

ー
ビ
ス
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き

に
保
険
給
付
が
制
限
さ
れ
ま
す
。

問
合
先　

介
護
福
祉
課
介
護
保
険

係
（
☎　

儿　

儿
９
９
２
１
）

０４２

３８７

 　

国
民
年
金
は
、
日
本
国
内
に
住

む　

歳
か
ら　

歳
未
満
の
す
べ
て

２０

６０

の
人
（
厚
生
年
金
・
共
済
組
合
加

入
者
を
除
く
）
が
加
入
し
、
保
険

料
を
納
め
、
支
え
合
う
制
度
で

す
。

　

年
金
の
受
給
資
格
を
得
る
と
、

生
涯
に
わ
た
り
、
老
齢
基
礎
年
金

が
受
け
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
一
定

の
要
件
を
満
た
す
こ
と
で
、
万
が

一
の
病
気
や
け
が
で
障
が
い
が
残

っ
た
場
合
に
障
害
基
礎
年
金
を
、

死
亡
時
に
遺
族
基
礎
年
金
等
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

国
民
年
金
保
険
料
は
納
付
書
・

口
座
振
替
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

等
で
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
合
先　

市
保
険
年
金
課
国
民
年

金
係
（
☎　

儿　

儿
９
８
４

０４２

３８７

４
）
、
立
川
年
金
事
務
所
（
☎　
０４２

儿　

儿
０
３
５
２
）

５２３

介
護
保
険
料

国
民
年
金
保
険
料

納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か

市
税
・
国
民
健
康
保
険
税
・ 

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
・

介
護
保
険
料
を 

滞
納
す
る
と
…
…

 　

平
成
７
年　

月　

日
ま
で
に
生

１２

１４

ま
れ
、
平
成　

年
９
月
５
日
以
前

２７

か
ら
引
き
続
き
小
金
井
市
に
住
所

が
あ
り
、
住
民
基
本
台
帳
に
記
録

さ
れ
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て

い
る
方
が
、
投
票
で
き
ま
す
。

　

な
お
、　

月　

日
以
降
、
市
内

１１

２７

で
住
所
を
移
し
た
方
は
、
前
の
住

所
地
の
投
票
所
で
投
票
し
て
く
だ

さ
い
。

 　

は
じ
め
に
市
長
選
挙
の
投
票

（
白
色
の
投
票
用
紙
）
を
行
い
、

次
に
市
議
会
議
員
補
欠
選
挙
の
投

票
用
紙
（
さ
く
ら
色
）
を
受
け
取

投
票
で
き
る
方

投
票
の
ご
注
意

り
、
投
票
し
ま
す
。

　

投
票
用
紙
に
は
、
候
補
者
の
氏

名
を
一
人
だ
け
は
っ
き
り
と
お
書

き
く
だ
さ
い
。

　

候
補
者
の
氏
名
以
外
の
こ
と
を

書
く
と
、
無
効
に
な
る
お
そ
れ
が

あ
り
ま
す
。

 　

身
体
が
不
自
由
で
書
く
こ
と
が

困
難
な
方
は
、
代
理
投
票
（
係
員

が
代
筆
）
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
目
の
不
自
由
な
方
は
、

点
字
に
よ
る
投
票
が
で
き
ま
す
。

 
と　

き　
　

月
７
日
（
月
）
～　

１２

１２

日
（
土
）
午
前
８
時　

分
～
午
後

３０

代
理
・
点
字
投
票

期
日
前
投
票
・
不
在
者
投

期
日
前
投
票
・
不
在
者
投
票票

８
時

と
こ
ろ　

市
役
所
第
二
庁
舎
６
階

（
期
日
前
投
票
所
＝　

会
議
室
、

６０１

不
在
者
投
票
所
＝
選
挙
管
理
委
員

会
事
務
局
）

〈
期
日
前
投
票
〉

　

投
票
日
に
、
仕
事
や
旅
行
・
レ

ジ
ャ
ー
・
冠
婚
葬
祭
等
の
用
務
が

あ
る
方
は
、
期
日
前
投
票
所
で
投

票
が
で
き
ま
す
。

【
宣
誓
書
（
兼
請
求
書
）
】

　

入
場
整
理
券
の
裏
面
に
期
日
前

投
票
用
の
「
宣
誓
書
（
兼
請
求

書
）
」を
印
刷
し
て
い
ま
す
の
で
、

あ
ら
か
じ
め
記
入
し
て
お
持
ち
い

た
だ
く
と
ス
ム
ー
ズ
に
投
票
で
き

ま
す
。

※　

投
票
日
当
日
（　

月　

日
）

１２

１３

に
投
票
さ
れ
る
方
は
、
記
入
す

る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

〈
不
在
者
投
票
〉

▽　

投
票
日
に
、
病
院
・
老
人
ホ

ー
ム
な
ど
に
入
院
等
し
て
い
る

方
は
、
そ
の
施
設
が
不
在
者
投

票
指
定
施
設
で
あ
れ
ば
、
そ
の

施
設
内
で
投
票
で
き
ま
す
。
早

め
に
施
設
の
方
に
申
し
出
て
く

だ
さ
い
。

▽　

投
票
日
に
、
仕
事
や
出
産
な

ど
の
理
由
で
市
外
に
滞
在
す
る

方
は
、
滞
在
地
の
選
挙
管
理
委

員
会
で
不
在
者
投
票
が
で
き
ま

す
。
小
金
井
市
の
選
挙
管
理
委

員
会
に
、
不
在
者
投
票
の
請
求

を
し
て
く
だ
さ
い
。

▽　

投
票
日
前
に
投
票
す
る
時
点

で
は　

歳
で
、
投
票
日
に
は　

１９

２０

歳
に
な
る
方
は
、
不
在
者
投
票

に
な
り
ま
す
。

 　
　

月　

日
（
日
）
午
後
９
時
か

１２

１３

ら
、
総
合
体
育
館
で
開
票
を
行
い

ま
す
。
市
内
の
有
権
者
は
ど
な
た

で
も
参
観
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
開

票
速
報
を
掲
載
し
ま
す
。

開　

票

投票区域・投票所全図

投 票 区
投票区域
投 票 所

①～⑳

N 小
金
井
市
長
選
挙

小
金
井
市
議
会
議
員
補
欠
選
挙

市
税
・
国
民
健
康
保
険
税
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
・

介
護
保
険
料
・
国
民
年
金
保
険
料

　

任
期
満
了
に
伴
う
市
長
選
挙
と
欠
員
（
２
人
）
を
補
充
す
る
た
め

の
市
議
会
議
員
補
欠
選
挙
は
、　

月
６
日
（
日
）
に
告
示
、　

日

１２

１３

（
日
）
に
投
開
票
が
行
わ
れ
ま
す
。
貴
重
な
一
票
を
無
駄
に
し
な
い

よ
う
、
必
ず
投
票
に
行
き
ま
し
ょ
う
。

問
合
先　

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
（
市
役
所
第
二
庁
舎
６
階
☎　
０４２

儿　

儿
９
８
８
１
）

３８７ 投
票
日
は　

月　

日
（
日
）　

午
前
７
時
〜
午
後
８
時

１２

１３
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市
民
の
皆
さ
ん
に
市
政
の
状

況
等
を
お
知
ら
せ
す
る
た
め
、

平
成　

年　

月
よ
り
、
市
報

１１

１２

「
こ
が
ね
い
」
に
コ
ラ
ム
欄
を

設
け
、
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
表
題
は
「
一
陽
来

復
」
と
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

私
が
座
右
の
銘
と
し
て
き
た
言

葉
で
、
厳
し
い
冬
が
過
ぎ
や
が

て
春
が
来
る
こ
と
か
ら
転
じ

て
、
苦
し
い
時
期
が
過
ぎ
て
運

が
開
き
は
じ
め
る
こ
と
、
と
解

さ
れ
、
こ
れ
を
小
金
井
市
政
に

当
て
は
め
た
も
の
で
す
。
一
時

の
空
白
の
後
、
再
び
市
長
に
就

任
し
て
か
ら
は
「
続
・
一
陽
来

復
」
と
し
て
継
続
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
の

コ
ラ
ム
も
今
回
が
最
後
に
な
り

ま
し
た
。
長
い
間
の
ご
愛
読
に

感
謝
い
た
し
ま
す
。

　

私
の
市
長
就
任
当
時
は
、
あ

の
北
海
道
夕
張
市
を
下
ま
わ
る

全
国
最
下
位
の
財
政
状
況
、
そ

し
て
、　

中
央
線
の
開
か
ず
の

ＪＲ

踏
切
、
新
宿
～
八
王
子
間
で
最

も
開
発
が
遅
れ
て
し
ま
っ
た
駅

の
周
辺
整
備
、
ま
た
、
不
安
定

な
ご
み
処
理
問
題
な
ど
課
題
は

山
積
み
で
し
た
。
し
か
し
、
明

け
な
い
夜
は
な
い
、
冬
の
後
に

必
ず
来
る
春
を
信
じ
、　

年
１６

間
、
私
心
を
捨
て
全
精
力
で
市

政
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

行
政
は
継
続
性
で
す
。
終
わ

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
人
件
費
問
題
、
ま
ち
づ
く

り
、
ご
み
問
題
、
少
子
高
齢
対

策
等
に
一
定
の
進 
捗 
を
み
る
こ

ち
ょ
く

と
が
で
き
、
そ
し
て
、
多
摩
地

域
で
の
信
頼
も
回
復
さ
れ
た
こ

と
か
ら
、
私
は
、　

月　

日
を

１２

１７

も
っ
て
市
政
か
ら
の
引
退
を
決

意
し
ま
し
た
。

　

古
く
か
ら
小
金
井
に
お
住
ま

い
の
方
は
、
思
い
出
し
て
い
た

だ
き
た
い
、
そ
し
て
、
新
し
く

来
ら
れ
た
方
は
知
っ
て
ほ
し

い
、
小
金
井
に
は
長
い
間
、
非

常
に
辛
く
厳
し
い
時
代
や
混
乱

が
あ
っ
た
こ
と
を
。
そ
し
て
、

そ
の
こ
と
を
決
し
て
忘
れ
な
い

で
い
た
だ
き
た
い
。

　

私
の 
終 
の

つ
い

 
住
処 
と
な
る
、
愛

す

み

か

す
る
こ
の
小
金
井
市
の
永
久
の

発
展
と
市
民
の
幸
せ
を
心
か
ら

祈
念
し
て
筆
を
置
き
ま
す
。

小
金
井
市
長

ご
利
用
く
だ
さ
い

　

月
の
休
日
窓
口

１２

開
設
時
間　

午
前
９
時
～
午
後
１

時開
設
窓
口　

市
民
課
、
保
険
年
金

課
国
民
健
康
保
険
係
、
子
育
て
支

援
課
手
当
助
成
係
（
６
日
の

み
）
、
納
税
課
（
６
日
の
み
）

※　

取
り
扱
い
で
き
な
い
業
務

（
後
期
高
齢
者
医
療
事
務
・
市

税
証
明
書
交
付
事
務
ほ
か
）
が

あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
各
担

当
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

問
合
先　

企
画
政
策
課
企
画
政
策

係
（
☎　

儿　

儿
９
８
２
６
）
、

０４２

３８７

土
曜
・
日
曜
・
祝
日
は
市
役
所
代

表
（
☎　

儿　

儿
１
１
１
１
）

０４２

３８３

U
U

U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U

○は休日窓口開設日12月
土金木水火月日
54321
1211109876
19181716151413
26252423222120

3130292827

○
○
○
○

 ◆◆各種審議会等の開催日程◆◆ ※　保育あり（①は申込不要②は要事前申込）
問合先内　容ところと　き名　称

まちづくり推進課まちづくり係
（☎０４２−３８７−９８６２）

武蔵小金井駅周辺のまち
づくり　ほか

前原暫定集会施設
１階Ａ会議室

１２月２日（水）
１４：００〜まちづくり委員会

児童青少年課児童青少年係
（☎０４２−３８７−９８４７）児童館の運営について東児童館１２月３日（木）

１０：００〜
第２回児童館運営審議会
（※①）

企画政策課男女共同参画室
（☎０４２−３８７−９８５３）

男女共同参画行動計画に
ついて　ほか

市民会館・萌え木
ホールＡ会議室

１２月４日（金）
１０：００〜

男女平等推進審議会（※
②）

児童青少年課児童青少年係
（☎０４２−３８７−９８４７）

専門委員会による青少年
問題に関する協議

市役所西庁舎２階
第五会議室

１２月４日（金）
１０：００〜

第２回青少年問題協議会専
門委員会

企画政策課企画政策係
（☎０４２−３８７−９８００）

総合戦略（素案）につい
て

市役所本庁舎３階
第一会議室

１２月１４日（月）
１８：００〜

第４回まち・ひと・しごと
創生総合戦略等検討委員会

経済課産業振興係
（☎０４２−３８７−９８３１）

新プランの推進体制、新
プラン（案）

前原暫定集会施設
１階Ａ会議室

１２月２１日（月）
１５：００〜

産業振興プラン策定委員会
（※②）

ごみ対策課減量推進係
（☎０４２−３８７−９８３５）

平成２８年度一般廃棄物処
理計画の策定等について

市役所第二庁舎８
階８０１会議室

１２月２１日（月）
１８：００〜廃棄物減量等推進審議会

介護福祉課包括支援係
（☎０４２−３８７−９８４５）

地域資源の活用・開発、
第２層協議体等について

前原暫定集会施設
前原暫定会議室

１２月２２日（火）
１４：００〜第３回生活支援事業協議体

金
・
更
新
料
な
し　

▽
募
集
内
容

等
詳
し
く
は
、
募
集
案
内
（
申
込

書
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
▽
申
込

書
は
、
配
布
期
間
中
に
限
り
Ｊ
Ｋ

Ｋ
東
京
（
東
京
都
住
宅
供
給
公

社
）
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
://w

w
w
.to
-ko
u
sya.o

r.jp
/

）
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

申
込
方
法　
　

月　

日
（
必
着
）

１２

１４

ま
で
に
、
郵
送
で
Ｊ
Ｋ
Ｋ
東
京
募

集
セ
ン
タ
ー
へ
。

問
合
先　

Ｊ
Ｋ
Ｋ
東
京
募
集
セ
ン

タ
ー
（
☎　

儿
３
４
９
８
儿
８
８

０３

９
４
＝
土
曜
・
日
曜
日
を
除

く
）
、
市
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
住

宅
係
（
☎　

儿　

儿
９
８
６
１
）

０４２

３８７

 　

公
募
委
員
選
考
基
準
に
よ
り
、

次
の
方
々
を
委
員
に
選
任
し
ま
し

た
。

　

▽
今
中
律
子
さ
ん
、
梶
川
眞
智

子
さ
ん
、
小
山
茂
さ
ん
、
土
田
穣

一
郎
さ
ん（
い
ず
れ
も
公
募
市
民
）

問
合
先　

地
域
福
祉
課
地
域
福
祉

係
（
☎　

儿　

儿
９
９
１
５
）

０４２

３８７

（
仮
称
）
新
福
祉
会
館

建
設
検
討
委
員
会

委
員
選
任
結
果

教
育
委
員
会
の
教
育
目
標
お
よ
び

基
本
方
針
を
尊
重
し
、
市
長
と
教

育
委
員
会
が
協
力
・
連
携
し
な
が

ら
、
市
の
教
育
を
さ
ら
に
充
実
・

発
展
さ
せ
る
た
め
の
理
念
と
方
針

を
定
め
る
同
大
綱
を
策
定
し
ま
し

た
。

閲
覧
場
所
等　

企
画
政
策
課
（
市

役
所
本
庁
舎
２
階
）
、
情
報
公
開

コ
ー
ナ
ー
（
市
役
所
第
二
庁
舎
６

階
）
、
図
書
館
本
館
で
ご
覧
い
た

だ
け
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
も
公
開
し
て
い
ま
す
。

問
合
先　

企
画
政
策
課
企
画
政
策

係
（
☎　

儿　

儿
９
８
０
０
）

０４２

３８７

 
募
集
内
容　

中
堅
所
得
者
・
家
族

向
け
の
賃
貸
住
宅
（
空
き
家
）

募
集
案
内
（
申
込
書
）
配
布　
　
１２

月
１
日
（
火
）
～
９
日
（
水
）
に
、

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
（
市
役
所
第

二
庁
舎
５
階
）
、
市
役
所
第
二
庁

舎
１
階
受
付
、
管
財
課
（
市
役
所

本
庁
舎
１
階
）
、
夜
間
・
休
日
は

施
設
管
理
室
（
同
１
階
）
で
。

そ
の
他　

▽
仲
介
手
数
料
・
礼

都
民
住
宅
（
東
京
都
施
行

型
）
入
居
者
募
集

　

市
で
は
、
社
会
教
育
委
員
の
会

議
で
審
議
を
行
い
、
第
３
次
生
涯

学
習
推
進
計
画
（
案
）
を
作
成
し

ま
し
た
。

　

こ
の
案
に
対
し
、
市
民
の
皆
さ

ん
の
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

施
策
名
称　

第
３
次
生
涯
学
習
推

進
計
画

対　

象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
方
、
市
内
に
事
務
所
や
事
業

所
を
有
す
る
法
人
ま
た
は
そ
の
他

の
団
体

検
討
結
果
の
公
表
等　

２
月
（
予

定
）
。
意
見
等
に
対
す
る
個
別
的

回
答
は
行
い
ま
せ
ん
。
検
討
を
終

え
た
と
き
は
、
意
見
等
の
内
容
お

よ
び
市
の
検
討
結
果
と
そ
の
理
由

を
公
表
し
ま
す
。

配
布
・
閲
覧
場
所
等　

生
涯
学
習

課
（
市
役
所
第
二
庁
舎
７
階
）
、

市
役
所
第
二
庁
舎
１
階
受
付
、
公

民
館
各
館
、
図
書
館
本
館
、
総
合

体
育
館
、
栗
山
公
園
健
康
運
動
セ

ン
タ
ー
、
保
健
セ
ン
タ
ー
、
障
害

者
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
東
小
金
井
駅

開
設
記
念
会
館
、
婦
人
会
館
で
ご

覧
い
た
だ
け
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
も
公
開
し
て
い
ま
す
。

提
出
方
法　
　

月
９
日
～
１
月
８

１２

日
（
必
着
）
に
、
住
所
・
氏
名
・

施
策
名
称
を
明
記
し
、
直
接
、
郵

送
、
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
専
用
フ
ォ
ー
ム
で
生
涯
学

習
課
へ
。

問
合
先　

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習

係
（
〒　

儿
８
５
０
４
住
所
不
要

１８４

☎　

儿　

儿
９
８
７
９ 
　

儿　

０４２

３８７

０４２

３８３

儿
１
１
３
３
）

 　

市
で
は
、
国
民
健
康
保
険
事
業

運
営
に
関
し
て
、
市
長
か
ら
の
諮

問
等
を
審
議
す
る
た
め
に
、
国
民

健
康
保
険
運
営
協
議
会
を
設
置
し

て
い
ま
す
。

　

同
協
議
会
は
、
被
保
険
者
、
保

険
医
、
保
険
薬
剤
師
、
公
益
お
よ

び
被
用
者
保
険
等
保
険
者
で
構
成

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
任
期
満
了
に
伴

い
、
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
人
員　

２
人
（
選
考
）

FAX

国
民
健
康
保
険
運
営 

協
議
会
委
員
募
集

対　

象　

平
成　

年
１
月
１
日
現

２８

在　

歳
以
上
で
、
市
の
国
民
健
康

２０
保
険
に
加
入
し
て
い
る
方

※　

す
で
に
市
が
設
置
し
て
い
る

附
属
機
関
等
の
委
員
の
方
は
、

原
則
と
し
て
一
つ
ま
で
し
か
他

の
附
属
機
関
の
委
員
を
兼
ね
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
（
臨
時

的
・
時
限
的
に
設
置
さ
れ
る
附

属
機
関
等
は
、
そ
の
他
に
一
つ

に
限
り
兼
ね
る
こ
と
が
で
き
ま

す
）

※　

市
の
関
係
者
を
除
く
。

任　

期　

１
月
１
日
～　

月　

日

１２

３１

（
年
４
回
程
度
開
催
）

報　

酬　

１
万
円
（
１
回
）

応
募
方
法　
　

月　

日
（
必
着
）

１２

１８

ま
で
に
、
直
接
、
郵
送
ま
た
は
フ

ァ
ク
ス
で
小
論
文
（
千
字
以
内
・

課
題
＝
「
国
民
健
康
保
険
の
制
度

に
つ
い
て
」
）・
住
所
・
氏
名
・

生
年
月
日
・
性
別
・
電
話
番
号
を

明
記
し
、
保
険
年
金
課
へ
。

選
考
方
法　

市
役
所
内
で
設
け
た

選
考
委
員
会
で
、
論
文
に
よ
る
審

査
・
選
考
を
行
い
ま
す
。

選
考
結
果　

応
募
者
全
員
に
選
考

結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
提
出

し
て
い
た
だ
い
た
論
文
は
、
選
考

後
返
却
し
ま
す
。

選
考
基
準　

必
要
な
方
は
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
先　

保
険
年
金
課
国
民
健
康

保
険
係
（
〒　

儿
８
５
０
４
住
所

１８４

不
要
・
市
役
所
第
二
庁
舎
２
階
☎

　

儿　

儿
９
８
３
３ 
　

儿　

儿

０４２

３８７

０４２

３８４

２
５
２
４
）

 
【
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
、

　

市
・
都
民
税
、
軽
自
動
車
税
、

　

法
人
市
民
税
、
国
民
健
康
保
険

　

税
】

　

金
融
機
関
な
ど
で
市
税
を
納
め

る
こ
と
が
で
き
な
い
方
の
た
め

に
、
夜
間
納
税
窓
口
を
開
設
し
ま

す
。

と　

き　
　

月
７
日（
月
）～　

日

１２

１０

（
木
）、
い
ず
れ
も
午
後
８
時
ま
で

と
こ
ろ　

納
税
課
（
市
役
所
第
二

FAX

夜
間
納
税
窓
口
を
開
設

庁
舎
３
階
）

※　

東
側
職
員
通
用
口
（
左
図
）

か
ら
入
り
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

 
問
合
先　

納
税
課
納
税
係
（
☎　
０４２

儿　

儿
９
８
２
３
）

３８７

 　

市
で
は
、
８
月
３
日
～
９
月
２

日
に
、
教
育
・
文
化
の
振
興
に
関

す
る
総
合
的
施
策
の
大
綱
（
案
）

に
対
し
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら

意
見
を
募
集
し
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
、
寄
せ
ら
れ
た
意
見

の
検
討
結
果
お
よ
び
そ
の
理
由
が

ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

意
見
数
・
人
数　

６
件
・
２
人

配
布
・
閲
覧
場
所
等　

企
画
政
策

課
（
市
役
所
本
庁
舎
２
階
）
、
市

役
所
第
二
庁
舎
１
階
受
付
、
情
報

公
開
コ
ー
ナ
ー
（
市
役
所
第
二
庁

舎
６
階
）
、
庶
務
課
（
同
７

階
）
、
公
民
館
各
館
、
福
祉
会
館
、

婦
人
会
館
、
総
合
体
育
館
、
図
書

館
本
館
、
保
健
セ
ン
タ
ー
、
東
小

金
井
駅
開
設
記
念
会
館
で
ご
覧
い

た
だ
け
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
も
公
開
し
て
い
ま
す
。

問
合
先　

企
画
政
策
課
企
画
政
策

係
（
☎　

儿　

儿
９
８
０
０
）

０４２

３８７

 　

地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運

営
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
き
、
市

夜間入口詳細図教
育
・
文
化
の
振
興
に
関
す

る
総
合
的
施
策
の
大
綱（
案
）

に
対
す
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
の
検
討
結
果

教
育
・
文
化
の
振
興
に
関

す
る
総
合
的
施
策
の
大
綱

を
策
定

第
３
次
生
涯
学
習
推
進

計
画
（
案
）
に
対
す
る

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

を
募
集
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%
%

%
%
%
%
%
%
%

業務名等　下表のとおり
年齢要件　６５歳定年制のため、昭和２６年４月２日以降に生まれた方
募集人数　渇一般事務＝９人程度　渇その他の業務＝いずれも若干名
面接試験日　１月１８日（月）〜２０日（水）のいずれか
※　一般事務、第二庁舎案内業務Ｂ、学校事務、図書館業務Ｂについて
は、書類審査後、１月２８日（木）または２９日（金）に行います。

採用予定日　４月１日（金）

要項（申込書）配布・応募受付　１２月７日（月）〜１６日（水）の午前８時３０
分〜午後５時（土曜・日曜日を除く）に職員課（市役所本庁舎１階）で。
※　申込書類等は、受験者本人が持参し提出してください。
※　要項は、配布期間中に限り、市役所第二庁舎１階受付でも配布する
ほか、市ホームページからダウンロードできます。

その他　いずれの職種も国籍は問いません。
問合先　職員課人事研修係（☎０４２−３８７−９８０８）

資格等要件月額報酬勤務時間業務名

パソコン操作（ワード、エクセル）ができる方

１６２,８００円週４〜５日、週３０時間勤務

広報業務Ｂ、市民税賦
課業務、課税業務、市
税徴収業務Ｂ、下水道
工務維持業務、高齢福
祉業務一

般
事
務

パソコン操作（ワード、エクセル）ができ、普通自動
車運転免許を有する方給食用食材検査業務

パソコン操作（ワード、エクセル）ができる方（不動
産関係の経験や、宅地建物取引主任者・建築士等の資
格があればなお可）

都市計画業務

−８１,４００円火曜・木曜・隔週金曜日、２週間で５日勤務、８：３０〜１５：３０または１０：
００〜１７：００第二庁舎案内業務Ｂ

パソコン操作（ワード、エクセル）ができ、外国語（主
に英語）が堪能であり、外国人と正確に意思疎通が図
れる方

１８４,９００円週５日、月曜〜金曜日、９：００〜１６：００または１０：００〜１７：００（割り振り
は所属長が定める。ローテーションにより休日窓口の勤務あり）市民課事務（外国語担当）

消費生活専門相談員、消費生活コンサルタント、消費
生活アドバイザーのいずれかの資格を有する方９３,２００円月１０日を基本とするローテーション勤務、９：３０〜１６：３０消費生活相談員

人事部門業務経験者または生活保護受給者に係る就労
促進事務経験がある方２０１,７００円

月曜〜金曜日のうち週４日（割り振りは所属長が定める）、８：３０〜１７：
００

生活保護受給者就労促進指
導員

レセプトシステムによるレセプト点検事務経験がある
方１８４,９００円生活保護受給者診療報酬等

調査業務
次のいずれかの要件を満たす方
渇　ケースワーカー等、生活保護事務に係る実務経験
が３年以上ある方
渇　社会福祉士または精神保健福祉士の資格を有し、
相談業務に係る実務経験が１年以上ある方

２０１,７００円週５日、月曜〜金曜日、９：００〜１６：００または９：３０〜１６：３０生活保護受給者面接相談員

保健、医療、福祉に関しての専門的な知識を有する方２０１,７００円

月曜〜金曜日のうち週４日（割り振りは所属長が定める）、８：３０〜１７：
００

障害支援区分認定調査業務
精神保健福祉士登録証の交付を受けている方２２６,８００円精神保健福祉士業務
保健師の資格を有する方２４３,０００円難病患者等周辺相談業務
介護支援専門員、介護福祉士、看護師、保健師、社会
福祉士のいずれかの資格を有する方２０１,７００円介護認定調査業務

自転車に乗れる方１５６,２００円週５日、月曜〜金曜日、９：００〜１６：００保育園用務業務

−１５６,２００円週４〜５日、週３０時間勤務（割り振りは所属長が定める。ローテーション
により土曜日の勤務あり）保育園給食調理業務

児童福祉施設最低基準に基づく資格を有する方（保育
士、幼稚園教諭、学校教諭等）１８４,９００円月曜〜土曜日のうち週４日、週３０時間勤務（割り振りは所属長が定める）児童館業務

普通自動車運転免許を有し、２ｔダンプトラック・Ｍ
Ｔ車の運転ができる方１５６,２００円月曜〜金曜日のうち週４日（割り振りは所属長が定める）、８：３０〜１７：００道路等維持補修業務

パソコン操作（ワード、エクセル）ができる方１６２,８００円１年単位の週あたり平均労働時間３０時間学校事務

−１５４,９００円週あたり２８.２５時間のローテーション勤務、月曜〜金曜日＝１６：３０〜２２：
００、土曜・日曜・祝日＝８：３０〜１６：５５または１６：００〜２２：００学校施設管理業務

−１５６,２００円週４日、月曜・火曜・木曜・金曜日、８：１５〜１６：４５学校用務業務

司書、司書補のいずれかの資格を有する方３８,０００円水曜〜金曜日のうち週２日、１３：１５〜２０：１５の間で所属長が割り振る３時
間３０分（主に夜間帯１６：４５〜２０：１５を中心とする）図書館業務Ｂ

−時給１,２００円週５日、月曜〜金曜日、７：００〜１１：００または１５：３０〜１９：００の間で、１
日１.５〜３時間勤務、週１５時間程度（必要に応じ土曜日の勤務あり）保育士補助業務

−時給１,２００円週１日、土曜日、８：１５〜１２：１５または８：３０〜１２：３０保育園土曜日給食調理業務
以下の要件をすべて満たす方
渇　身体障害者福祉法第１５条に定める身体障害者手帳
の交付を受けている方
渇　自力により通勤ができ、かつ介助者なしに職務の
遂行が可能な方
渇　通常の勤務時間（１週３０時間）に対応できる方
渇　口述による面接に対応できる方

１６２,８００円週４〜５日、週３０時間勤務一般事務（身体に障がいの
ある方対象）

U
U

U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U

試
験
区
分
・
職
種　

中
級
職
（
一

般
事
務
・
身
体
に
障
が
い
の
あ
る

方
対
象
）

資
格
等
要
件　

昭
和　

年
４
月
２

４５

日
～
平
成
８
年
４
月
１
日
に
生
ま

れ
た
方
で
、
次
の
要
件
を
す
べ
て

満
た
す
方

　

▽
身
体
障
害
者
福
祉
法
第　

条
１５

に
定
め
る
身
体
障
害
者
手
帳
の
交

付
を
受
け
て
い
る
方　

▽
自
力
に

よ
り
通
勤
が
で
き
、
か
つ
介
助
者

な
し
に
職
務
の
遂
行
が
可
能
な
方

▽
通
常
の
勤
務
時
間
（
１
週　

時
３８

間　

分
、
１
日
７
時
間　

分
）
に

４５

４５

対
応
で
き
る
方　

▽
活
字
印
刷
文

（　

ポ
イ
ン
ト
程
度
）
に
よ
る
出

１０
題
お
よ
び
口
述
に
よ
る
面
接
に
対

応
で
き
る
方

※　

国
籍
は
問
い
ま
せ
ん
。

試
験
日　

１
月
９
日
（
土
）

採
用
予
定
人
数　

若
干
名

採
用
予
定
日　

４
月
１
日
（
金
）

要
項
配
布　
　

月　

日
（
水
）
ま

１２

１６

で
の
午
前
８
時　

分
～
午
後
５
時

３０

（
土
曜
・
日
曜
日
を
除
く
）
に
職

員
課
（
市
役
所
本
庁
舎
１
階
）
お

よ
び
市
役
所
第
二
庁
舎
１
階
受
付

で
配
布
す
る
ほ
か
、
配
布
期
間
中

に
限
り
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

応
募
受
付　
　

月
７
日
～　

日
午

１２

１６

前
８
時　

分
～
正
午
、
午
後
１
時

３０

～
５
時
に
職
員
課
で
。
郵
送
に
よ

る
応
募
（　

日
必
着
）
も
受
け
付

１５

け
ま
す
。

問
合
先　

職
員
課
人
事
研
修
係

（
〒　

儿
８
５
０
４
住
所
不
要
☎

１８４

　

儿　

儿
９
８
０
８
）

０４２

３８７

 
職　

種　

①
保
育
士
②
栄
養
士

勤
務
時
間　

①
午
前
７
時
～
午
後

７
時
の
間
で
１
日
７
時
間　

分
②

４５

午
前
８
時　

分
～
午
後
５
時

１５

資
格
等
要
件　

①
保
育
士
証
の
交

付
を
受
け
て
い
る
方
②
栄
養
士
資

格
を
有
す
る
方

※　

国
籍
は
問
い
ま
せ
ん
。

採
用
予
定
人
数　

①
４
人
②
１
人

面
接
試
験
日　
　

月　

日
（
金
）

１２

１１

採
用
予
定
日　

１
月
１
日
（
祝
）

※　

採
用
日
は
相
談
に
応
じ
ま

す
。

要
項（
申
込
書
）配
布
・
応
募
受
付

　

月
８
日
（
火
）
ま
で
の
午
前
８

１２時　

分
～
正
午
、
午
後
１
時
～
５

３０
時
（
土
曜
・
日
曜
日
を
除
く
）
に

職
員
課
（
市
役
所
本
庁
舎
１
階
）

で
。
郵
送
に
よ
る
応
募
（
８
日
必

着
）
も
受
け
付
け
ま
す
。

※　

要
項
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

す
。

問
合
先　

職
員
課
人
事
研
修
係

（
〒　

儿
８
５
０
４
住
所
不
要
☎

１８４

　

儿　

儿
９
８
０
８
）

０４２

３８７
平
成　

年
度
育
児
休
業

２７

代
替
任
期
付
職
員
募
集

　
　

月　

日
か
ら
同
駅
西
側
高
架

１２

１２

下
商
業
施
設
の
開
業
と
同
時
に
新

し
い
改
札
口
が
開
設
し
ま
す
。

　

こ
の
改
札
口
の
西
側
に
開
業
す

る
商
業
施
設
内
を
経
由
し
、
既
設

道
路
か
ら
駅
に
入
場
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

な
お
、
ｎ
ｏ
ｎ
ｏ
ｗ
ａ
口
の
改

札
機
は
す
べ
て
交
通
系
Ｉ
Ｃ
カ
ー

ド
専
用
の
た
め
、
切
符
や
磁
気
定

期
券
等
を
ご
使
用
の
方
は
、
既
存

改
札
口
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

営
業
時
間　

午
前
７
時
～
午
後　
１０

時
（　

月　

日
の
み
正
午
か
ら
）

１２

１２

問
合
先　

㈱　

中
央
ラ
イ
ン
モ
ー

ＪＲ

ル
（
☎　

儿　

儿
４
４
０
１
）
、

０４２

３１６

都
市
計
画
課
都
市
計
画
係
（
☎　
０４２

儿　

儿
９
８
５
９
）

３８７

平
成

年
度
市
職
員
募

平
成　

年
度
市
職
員
募
集集

２８２８武武
蔵蔵
小小
金金
井井
駅駅
西西
側側
にに
交交
通通
系系
ＩＩ
ＣＣ
カカ
ーー
ドド

ＪＪＲＲ専専
用用
改改
札札
口口
「「
ｎｎ
ｏｏ
ｎｎ
ｏｏ
ｗｗ
ａａ
口口
」」
がが
開開
設設

非常勤
嘱　託
職員募集

平成28年度
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U
U

U
U
U
U
U
U

　

日
中
市
役
所
に
来
ら
れ
な
い
方

は
、
そ
の
他
の
請
求
方
法
に
よ

り
、
証
明
書
等
が
交
付
請
求
で
き

ま
す
。
な
お
、
代
理
人
が
請
求
す

る
場
合
は
本
人
自
筆
の
委
任
状
が

必
要
で
す
。
ま
た
、
対
象
者
と
請

求
者
の
関
係
が
第
三
者
の
場
合

は
、
交
付
で
き
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ

せ
い
た
だ
く
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

〈
郵
送
請
求
〉

　

住
民
票
の
写
し
や
戸
籍
の
全

部
・
個
人
事
項
証
明
書
等
が
交
付

請
求
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
日
数

が
１
週
間
程
度
か
か
り
ま
す
の

で
、
余
裕
を
も
っ
て
請
求
し
て
く

だ
さ
い
。
請
求
書
（
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

す
）
、
手
数
料
分
の
郵
便
定
額
小

為
替
、
本
人
確
認
書
類
（
運
転
免

許
証
、
パ
ス
ポ
ー
ト
、
写
真
付
き

住
基
カ
ー
ド
等
）
の
コ
ピ
ー
を
同

封
し
、
返
信
用
封
筒
に
切
手
を 
貼 は

っ
て
、
お
送
り
く
だ
さ
い
。

〈
電
話
窓
口
制
度
〉

　

電
話
で
申
請
し
、
指
定
し
た
取

扱
窓
口
で
住
民
票
の
写
し
・
除
か

れ
た
住
民
票
の
写
し
、
印
鑑
登
録

証
明
書
（
受
け
取
り
は
市
役
所
本

庁
舎
１
階
施
設
管
理
室
の
み
）
、

母
子
手
帳
、
戸
籍
の
附
票
・
除
籍

の
附
票
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
取
扱
窓
口
は
、
施
設
管
理

室
、
集
会
施
設
等
で
す
。
詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

手
数
料　

１
通　

円
（
母
子
手
帳

３００

は
無
料
）

〈
個
人
番
号
カ
ー
ド
の 

申
請
方
法
〉

　

次
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
申
請

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
郵
送
に
よ
る
申
請
】

　

通
知
カ
ー
ド
の
下
部
分
が
申
請

書
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
必
要
事

項
を
記
入
の
う
え
、
顔
写
真
を 
貼 は

り
付
け
、
返
送
用
封
筒
で
返
送
し

ま
す
。

【
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
よ
る
申

請
】

　

申
請
書
に
記
載
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

を
カ
メ
ラ
で
読
み
取
り
、
申
請
用

Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
に
ア
ク
セ
ス
し
て

申
請
し
ま
す
。

【
街
頭
の
自
動
証
明
写
真
機
に
よ

る
申
請
】

　

申
請
に
対
応
し
て
い
る
自
動
証

明
写
真
機
で
、
申
請
書
に
記
載
の

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
取
り
、
顔
写

真
の
撮
影
か
ら
申
請
ま
で
を
行
い

ま
す
。
対
応
機
種
は
、
個
人
番
号

カ
ー
ド
総
合
サ
イ
ト
（h

ttp
s://

w
w
w
.ko
jin
b
an
go
-card

.go
.j

p
/in
d
ex.h

tm
l)

か
ら
確
認
で
き

ま
す
。

【
パ
ソ
コ
ン
に
よ
る
申
請
】

　

申
請
書
に
記
載
さ
れ
て
い
る
申

請
書
Ｉ
Ｄ
を
使
用
し
て
、
申
請
用

Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
に
ア
ク
セ
ス
し
、

申
請
し
ま
す
。

〈
個
人
番
号
カ
ー
ド
の
受
け

取
り
方
法
〉

　

個
人
番
号
カ
ー
ド
の
用
意
が
で

き
た
方
か
ら
、
個
人
番
号
カ
ー
ド

交
付
通
知
書
を
送
付
し
ま
す
。
同

封
の
案
内
の
と
お
り
事
前
予
約
の

う
え
、
交
付
通
知
書
に
記
載
さ
れ

た
必
要
書
類
を
持
参
し
て
、
市
民

課
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
現
在
ご
利
用
中
の
住
民

基
本
台
帳
カ
ー
ド
を
お
持
ち
の
方

が
個
人
番
号
カ
ー
ド
を
申
請
し
た

場
合
、
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
は

回
収
し
ま
す
。

〈
個
人
番
号
カ
ー
ド
で
の
電

子
証
明
書
の
利
用
〉

　

個
人
番
号
カ
ー
ド
に
は
、
署
名

用
、
利
用
者
証
明
用
の
２
種
類
の

電
子
証
明
書
を
搭
載
で
き
ま
す
。

電
子
証
明
書
は
個
人
番
号
カ
ー
ド

を
利
用
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
用
途
に

使
用
で
き
ま
す
の
で
、
個
人
番
号

カ
ー
ド
交
付
申
請
書
で
あ
わ
せ
て

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
有
効
期
限

は
原
則
交
付
か
ら
５
回
目
の
誕
生

日
ま
で
で
す
。

【
コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
】

　

利
用
者
証
明
用
電
子
証
明
書
を

利
用
し
て
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

ト
ア
の
マ
ル
チ
コ
ピ
ー
機
で
住
民

票
等
を
発
行
す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

【
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
（
情
報
提
供

等
記
録
開
示
シ
ス
テ
ム
）の
利
用
】

　

行
政
機
関
が
個
人
番
号
（
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
）
を
含
む
自
分
の
情
報

を
い
つ
、
ど
こ
と
や
り
と
り
し
た

か
の
記
録
や
、
行
政
機
関
か
ら
の

個
別
の
お
知
ら
せ
を
パ
ソ
コ
ン
等

か
ら
確
認
で
き
る
「
マ
イ
ナ
ポ
ー

タ
ル
」
の
利
用
に
は
、
利
用
者
証

明
用
電
子
証
明
書
を
使
用
す
る
予

定
で
す
。
な
お
、
同
ポ
ー
タ
ル

は
、
平
成　

年
１
月
か
ら
稼
動
予

２９

定
で
す
。

【
電
子
申
告

　
（
ｅ
儿
Ｔ
ａ
ｘ
な
ど
）
】

　

署
名
用
電
子
証
明
書
を
利
用
し

て
国
税
に
関
す
る
各
種
申
告
手
続

を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
行
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

平
成　

年
は
交
付
申
請
が
集
中

２８

す
る
た
め
、
ｅ
儿
Ｔ
ａ
ｘ
の
手
続

き
に
個
人
番
号
カ
ー
ド
の
交
付
が

間
に
合
わ
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。
住
基
カ
ー
ド
に
搭
載
し
た
署

名
用
電
子
証
明
書
を
利
用
し
て
い

る
方
は
、
平
成　

年
確
定
申
告
期

２８

間
中
に
電
子
証
明
書
が
有
効
と
な

る
よ
う
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

〈
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の

今
後
の
利
用
に
つ
い
て
〉

　

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
（
住
基

カ
ー
ド
）
は
平
成　

年
以
降
も
表

２８

面
記
載
の
有
効
期
限
ま
で
利
用
で

き
ま
す
。
新
規
に
住
基
カ
ー
ド
を

取
得
す
る
場
合
の
申
請
受
付
は　
１２

月　

日
（
郵
送
に
よ
る
照
会
が
必

２８
要
な
申
請
は　

月　

日
）
ま
で
で

１２

１８

す
。

　

コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
を
ご

利
用
中
の
方
は
、
平
成　

年
１
月

２８

以
降
も
引
き
続
き
利
用
で
き
ま

す
。
た
だ
し
、
お
持
ち
の
住
基
カ

ー
ド
へ
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付
機
能
の

搭
載
等
は
、　

月　

日
で
受
け
付

１２

２８

け
が
終
了
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
現
在
、
コ
ン
ビ
ニ
交
付

　

３
月　

日
で
福
祉
会
館
が
閉
館

３１

す
る
こ
と
に
伴
い
、
公
民
館
本
館

は
４
月
１
日
か
ら
利
用
で
き
な
く

な
り
ま
す
。

　

公
共
施
設
予
約
シ
ス
テ
ム
で
の

４
月
分
の
抽
選
申
込
が
１
月　

日
２０

か
ら
始
ま
り
ま
す
が
、
公
民
館
本

館
の
申
し
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
合
先　

公
民
館
本
館
（
☎　

儿
０４２

　

儿
１
１
８
４
）

３８３
 　

９
月
１
日
か
ら
、
利
用
者
登
録

制
度
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

　

１
月
以
降
は
、
登
録
の
完
了
が

利
用
申
し
込
み
の
条
件
と
な
り
ま

す
の
で
、
１
月
以
降
に
利
用
申
し

込
み
を
予
定
し
て
い
る
方
は
、
利

用
者
登
録
の
手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
。

　

利
用
、
手
続
き
方
法
等
詳
し
く

は
、同
ホ
ー
ル
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（h

t

tp
://ko

gan
ei-civic-cen

ter.j

p
/

）
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
先　

同
ホ
ー
ル
（
☎　

儿　
０４２

３８０

小
金
井　

宮
地
楽
器
ホ
ー
ル

（
小
金
井
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
）

利
用
者
登
録
手
続
き

儿
８
０
７
７
）

 　

市
で
は
、
家
屋
の
取
り
壊
し
の

確
認
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
課
税

事
務
を
円
滑
に
行
う
た
め
に
、
家

屋
を
取
り
壊
し
た
と
き
は
、
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
取
り
壊
し
た
家
屋
に

は
、
翌
年
度
か
ら
固
定
資
産
税
・

都
市
計
画
税
は
課
税
さ
れ
ま
せ

ん
。

問
合
先　

資
産
税
課
家
屋
係
（
☎

　

儿　

儿
９
８
２
１
）

０４２

３８７

 　

新
築
（
増
改
築
）
家
屋
は
、
建

築
し
た
年
の
翌
年
度
か
ら
固
定
資

産
税
・
都
市
計
画
税
が
課
税
さ
れ

ま
す
。

　

市
で
は
、
平
成　

年
度
課
税
の

２８

た
め
に
、
平
成　

年
１
月
２
日
以

２７

降
、
新
築
お
よ
び
増
改
築
し
た
家

家
屋
を
取
り
壊
し
た
と
き

は
ご
連
絡
を

新
築
（
増
改
築
）
家
屋
の

調
査
に
ご
協
力
を

屋
の
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

調
査
は
、
市
の
調
査
員
（
固
定

資
産
評
価
補
助
員
）
が
、
事
前
に

日
程
を
調
整
の
う
え
伺
い
ま
す
。

　

調
査
員
は
、
職
員
証
明
書
等
を

提
示
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

調
査
内
容　

屋
根
や
外
壁
・
各
部

屋
の
内
装
な
ど
に
使
わ
れ
て
い
る

資
材
や
設
備
の
状
況
を
調
査
し
ま

す
。

問
合
先　

資
産
税
課
家
屋
係
（
☎

　

儿　

儿
９
８
２
１
）

０４２

３８７

 
業
務
名　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
に
お
け
る
相
談
、
事
務

勤
務
時
間　

月
曜
～
金
曜
日
の
う

ち
週
４
日
（
割
り
振
り
は
所
属
長

が
定
め
る
）
午
前
９
時
～
午
後
５

時　

分
３０

報
酬
（
月
額
）　
　

万
６
千　

円

２２

８００

資
格
等
要
件　

▽　

歳
定
年
制
の

６５

た
め
、
昭
和　

年
４
月
２
日
以
降

２５

社
会
福
祉
協
議
会
非
常
勤
嘱

託
職
員
募
集

に
生
ま
れ
た
方　

▽
社
会
福
祉
士

資
格
ま
た
は
介
護
支
援
専
門
員
資

格
を
有
す
る
方　

▽
普
通
自
動
車

運
転
免
許
を
有
す
る
方　

▽
パ
ソ

コ
ン
（
ワ
ー
ド
、
エ
ク
セ
ル
）
を

使
用
で
き
る
方

採
用
予
定
人
数　

１
人

採
用
試
験
日　
　

月　

日
（
火
）

１２

１５

採
用
予
定
日　

１
月
１
日
（
祝
）

要
項
（
申
込
書
）
配
布
・
応
募
受

付　
　

月
１
日
（
火
）
～　

日

１２

１１

（
金
）の
午
前
８
時　

分
～
正
午
、

３０

午
後
１
時
～
５
時
（
土
曜
・
日
曜

日
を
除
く
）
に
社
会
福
祉
協
議
会

で
配
布
す
る
ほ
か
、
配
布
期
間
中

に
限
り
、
同
協
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（h
ttp
://m

em
b
ers.jco

m
.

h
o
m
e.n
e.jp
/ko
gan
eish

i-sy

a
kyo
/

）
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。

※　

申
込
書
類
は
、
受
験
者
本
人

が
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
先　

社
会
福
祉
協
議
会
（
☎

　

儿　

儿
０
２
９
４
）

０４２

３８６

渡
邉　

正
明　

氏

（
小
金
井
市
消
防
団
長
）

受
章
日　
　

月
３
日

１１

功　

績　

約　

年
に
わ
た
り
地
域

３０

防
災
の
発
展
の
た
め
、
消
防
活
動

や
消
防
団
員
の
教
育
訓
練
、
火
災

予
防
に
尽
力
さ
れ
た
多
大
な
功
績

が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

藍
綬
褒
章

藍
綬
褒
章

藍
綬
褒
章

藍
綬
褒
章

公
共
施
設

予
約
シ
ス
テ
ム

利
用
時
の
ご
注
意

公
民
館
本
館

　☎０１２０−９５−０１７８＝午前９時３０分〜午後１０
時（土曜・日曜・祝日は午後５時３０分まで。
１２月２９日〜１月３日を除く）
【一部ＩＰ電話など繋がらない場合（有
料）】
　マイナンバー制度について＝☎０５０−３８１６
−９４０５、通知カード・個人番号カードについ
て＝☎０５０−３８１８−１２５０
【英語など外国語対応総合フリーダイヤル】
　☎０１２０−０１７８−２６

個
人
番
号
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
）

個
人
番
号
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
）
にに

関
す
る
お
知
ら

関
す
る
お
知
ら
せせ

U
U

U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U

受
付
時
間　

月
曜
～
金
曜
日
午
前

８
時　

分
～
午
後
４
時

３０

〈
広
域
交
付
住
民
票
〉

　

住
民
登
録
地
以
外
の
市
役
所
で

発
行
す
る
住
民
票
で
す
。
勤
務
先

や
外
出
先
で
住
民
票
が
必
要
に
な

っ
た
場
合
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、
本
籍
地
と
筆
頭
者
は
記

載
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
休
日
窓

口
で
の
交
付
は
で
き
ま
せ
ん
。

必
要
書
類　

運
転
免
許
証
、
パ
ス

ポ
ー
ト
、
住
基
カ
ー
ド
（
顔
写
真

の
つ
い
て
い
な
い
タ
イ
プ
は
暗
証

番
号
の
入
力
が
必
要
）
、
そ
の
他

官
公
署
が
発
行
し
た
免
許
証
、
許

可
証
も
し
く
は
資
格
証
明
書
等

手
数
料　

１
通　

円
３００

們
們
◇
共　

通
◇
們
們

請
求
・
問
合
先　

市
民
課
市
民
係

（
〒　

儿
８
５
０
４
住
所
不
要
・

１８４

市
役
所
第
二
庁
舎
１
階
☎　

儿　
０４２

３８７

儿
９
８
３
０
）

郵
送
請
求
・
電
話
窓
口
制
度
・

広
域
交
付
住
民
票
の
ご
案
内

で
発
行
す
る
住
民
票
に
個
人
番
号

（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
）
を
記
載
す
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
個
人
番
号

入
り
の
住
民
票
が
必
要
な
場
合
は

市
民
課
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

〈
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
正
し
く

使
い
ま
し
ょ
う
（
不
正
な

個
人
情
報
の
取
得
に
ご
注

意
を
）〉

　

行
政
機
関
等
が
電
話
で
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
や
所
得
や
家
族
構
成
な
ど

個
人
情
報
を
聞
き
出
す
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。
お
金
を
要
求
す
る
な

ど
の
悪
質
な
勧
誘
に
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

　

個
人
番
号
は
、
税
務
関
係
な
ど

法
令
で
規
定
さ
れ
た
手
続
き
で
行

政
機
関
や
勤
め
先
に
提
出
す
る
場

合
を
除
き
、
利
用
が
認
め
ら
れ
て

い
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
市
民
課

で
は
、
窓
口
で
個
人
番
号
入
り
の

住
民
票
を
申
請
す
る
際
に
提
出
先

等
に
つ
い
て
の
質
問
を
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
同
世
帯
員

以
外
の
方
が
本
人
か
ら
の
委
任
状

を
持
っ
て
代
理
で
申
請
す
る
こ
と

は
で
き
ま
す
が
、
個
人
番
号
入
り

の
住
民
票
は
、
本
人
宛
に
郵
送
し

ま
す
。
直
接
代
理
人
に
お
渡
し
す

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

們
們
◇
共　

通
◇
們
們

問
合
先　

市
民
課
市
民
係
（
☎　
０４２

儿　

儿
９
８
３
０
、　

儿　

儿
１

３８７

０４２

３１６

０
１
９
）

マイナンバー
総合
フリーダイヤル
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U
U

U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U

子
ど
も
の
笑
顔
を
み
ん
な
で
守
る

虐
待
か
な
？
と
思
っ
た
ら

（
通
告
・
相
談
）

・
連
絡
は
匿
名
で
行
う
こ
と
も
可
能

で
す
。

・
連
絡
者
や
連
絡
内
容
に
関
す
る
秘

密
は
守
ら
れ
ま
す
。

▽
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

（
相
談
窓
口
）

　

☎　

儿　

儿
３
１
４
６
＝
月
曜
〜

０４２

３２１

土
曜
日
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

▽
児
童
相
談
所
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル

（
緊
急
時
）

　

☎ 
１  
８  
９ 

い
ち 
は
や 
く

※　

お
近
く
の
児
童
相
談
所
に
つ

な
が
り
ま
す
。

※　

☎
１
８
９
が
つ
な
が
ら
な
い

場
合
は
、
☎
０
５
７
０
儿　

儿
０６４

　

へ
。

０００

市
税
の
申
告
は
電
子
申
告
サ
ー
ビ

市
税
の
申
告
は
電
子
申
告
サ
ー
ビ
スス

ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
（
エ
ル
タ
ッ
ク
ス
）

ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
（
エ
ル
タ
ッ
ク
ス
）
をを

ご
利
用
く
だ
さ

ご
利
用
く
だ
さ
いい

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た

電
子
申
告
サ
ー
ビ
ス
「
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ

Ｘ
（
エ
ル
タ
ッ
ク
ス
）
」
に
よ
る

市
税
の
電
子
申
告
を
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

　

電
子
申
告
が
で
き
る
申
告
は
次

の
と
お
り
で
す
。

▽　

個
人
住
民
税
＝
給
与
支
払
報

告
書
の
提
出
、
給
与
所
得
者
異

動
届
出
書
、
特
別
徴
収
へ
の
切

替
申
請
書
の
提
出
な
ど
（
市
民

税
・
都
民
税
申
告
書
の
提
出
は

で
き
ま
せ
ん
）

▽　

法
人
市
民
税
＝
予
定
申
告
、

確
定
申
告
、
修
正
申
告
な
ど

▽　

固
定
資
産
税
（
償
却
資
産
）

＝
全
資
産
申
告
、
増
加
資
産
申

告
、
減
少
資
産
申
告
、
修
正
申

告
※　

詳
細
は
、
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
://w
w
w
.elt

ax.jp
/

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
先　

（
一
社
）
地
方
税
電
子

化
協
議
会
ヘ
ル
プ
デ
ス
ク
ナ
ビ
ダ

イ
ヤ
ル
（
☎
０
５
７
０
儿
０
８
１

４
５
９
、
Ｉ
Ｐ
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ
＝

☎　

儿
５
５
０
０
儿
７
０
１

０３
０
）
、
市
民
税
課
諸
税
係
（
☎　
０４２

儿　

儿
９
８
２
０
）

３８７

　

平
成　

年
度
の
学
童
保
育
所
入

２８

所
申
し
込
み
を
、
次
の
と
お
り
受

け
付
け
ま
す
。

受
付
期
間　

１
月　

日
（
月
）
～

１８

　

日
（
火
）
午
前
８
時　

分
～
午

２６

３０

後
５
時

※　

１
月　

日
（
土
）
を
除
く
。

２３

対　

象　

市
内
在
住
で
、
保
護
者

の
就
労
等
に
よ
り
放
課
後
の
保
育

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
児
童

で
、
平
成　

年
４
月
１
日
時
点

２８

で
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

児
童
（
保
護
者
以
外
の
方
が
保
育

に
当
た
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
は

該
当
し
ま
せ
ん
）

▽　

小
学
校
３
年
生
ま
で
の
児
童

▽　

愛
の
手
帳
３
・
４
度
、
身
体

障
害
者
手
帳
５
～
７
級
を
所
持

ま
た
は
医
師
の
診
断
書
を
提
示

し
、
学
童
保
育
所
で
の
集
団
生

活
に
支
障
が
な
い
と
認
め
ら
れ

る
小
学
校
４
年
生
ま
で
の
児
童

定
員
等　

左
表
の
と
お
り

※　

学
童
保
育
所
内
の
第
１
～
第

３
の
指
定
は
で
き
ま
せ
ん
。

育
成
料　

世
帯
の
市
・
都
民
税
課

税
標
準
額
に
応
じ
て
決
定
し
ま
す
。

申
請
書
配
布　
　

月
１
日
か
ら
、

１２

児
童
青
少
年
課
、
各
学
童
保
育
所

（
左
表
）
で
配
布
す
る
ほ
か
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。

提
出
書
類　

▽
学
童
保
育
所
入
所

申
請
書　

▽
勤
務
証
明
書
等　

▽

平
成　

年
度
住
民
税
（
非
）
課
税

２７

証
明
書
（
平
成　

年
１
月
１
日
現

２７

在
小
金
井
市
に
居
住
し
て
い
な
い

場
合
）

※　

必
要
書
類
は
世
帯
の
状
況
に

よ
り
異
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
方
法　

受
付
期
間
内
に
、
必

要
書
類
を
持
参
の
う
え
、
市
役
所

第
二
庁
舎
３
階　

会
議
室
へ
。

３０２

※　

書
類
の
記
載
内
容
や
提
出
書

類
の
確
認
を
す
る
た
め
、
郵
送

で
の
申
請
は
で
き
ま
せ
ん
。

問
合
先　

児
童
青
少
年
課
学
童
保

育
係
（
市
役
所
第
二
庁
舎
４
階
☎

　

儿　

儿
９
８
４
７
）

０４２

３８７

平
成

年

平
成　

年
度度

２８２８

学
童
保
育
所
入
所
申
し
込

学
童
保
育
所
入
所
申
し
込
みみ

１
月　

日
（
月
）
〜　

日
（
火
）

１８

２６

住所・電話番号定員学区域学童保育所名
本町１－２－１３
（☎０４２－３８３－１１８３）

６０人第一小学校さくらなみ第１
５０人　　〃　　第２

桜町２－３－６０
（☎０４２－３８３－５４８８）

５５人第二小学校たけとんぼ第１
３５人　　〃　　第２

梶野町５－７－３３
（☎０４２－３８５－３３７０）

４０人
第三小学校

あかね第１
４０人　〃　第２
４０人　〃　第３

貫井南町３－６－２７
（☎０４２－３８３－５４８９）

６０人第四小学校さわらび第１
３０人　　〃　　第２

東町４－２５－７東児童館
内（☎０４２－３８５－９２８０）

６０人東小学校たまむし第１
３０人　　〃　　第２

前原町３－３－１６
（☎０４２－３８３－１１７９）

６０人前原小学校まえはら第１
３０人　　〃　　第２

本町５－４－２５本町児童
館内（☎０４２－３８５－３３６０）６０人本町小学校ほんちょう

緑町４－１８－２５緑児童館
内（☎０４２－３８３－１１７８）

６０人緑小学校みどり第１
２０人　〃　第２

前原町２－２－２１
（☎０４２－３８３－１１６７）

４０人南小学校みなみ第１
４０人　〃　第２

　

組
織
や
参
加
者
を
活
性
化
さ

せ
、
互
い
の
協
働
を
促
進
さ
せ

る
の
に
必
要
な
フ
ァ
シ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
ス
キ
ル
を
高
め
る
セ
ミ

ナ
ー
を
、
起
業
家
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団

体
、
市
民
活
動
団
体
、
企
業
担

当
者
な
ど
を
対
象
に
開
催
し
ま

す
。
詳
し
く
は
東
小
金
井
事
業

創
造
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（h
ttp
://ko

-to
.in
fo
/

）
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

と　

き　
　

月　

日
（
日
）
午

１２

１３

後
１
時
～
５
時

と
こ
ろ　

同
セ
ン
タ
ー
（
梶
野

町
１
儿
２
儿　

）
３６

講　

師　

田
坂
逸
朗
さ
ん
（
フ

ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
）

参
加
費　

３
千
円

定　

員　
　

人
２０

申　

込　

同
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
申
し
込
み
フ
ォ
ー
ム
ま

た
は
電
話
で
、
氏
名
（
ふ
り
が

な
）・
電
話
番
号
・
Ｅ
メ
ー
ル

ア
ド
レ
ス
を
同
セ
ン
タ
ー
（
☎

０
４
２
２
儿　

儿
２
０
４
０
）

３１

へ
。

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
実
践
セ
ミ
ナ
ー

　

手
口
が
多
様
化
し
て
い
る
悪
質

商
法
や
振
り
込
め
詐
欺
を
未
然
に

防
ぐ
た
め
、
最
近
の
手
口
や
注
意

点
を
訪
問
員
が
説
明
に
伺
い
ま

す
。

　

同
時
に
被
害
防
止
グ
ッ
ズ
も
配

布
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
活
用
し
て

悪
質
商
法
や
振
り
込
め
詐
欺
を
撃

退
し
ま
し
ょ
う
。

実
施
期
間　

３
月
上
旬
ま
で

対　

象　

世
帯
主
が
平
成　

年
３

２８

月　

日
現
在　

歳
以
上
の
、
市
内

３１

６５

全
世
帯

そ
の
他　

訪
問
員
は
身
分
証
を
携

帯
し
、
「
悪
質
商
法
被
害
ゼ
ロ
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
」
の
ロ
ゴ
の
入
っ
た

蛍
光
イ
エ
ロ
ー
の
ベ
ス
ト
と
キ
ャ

ッ
プ
を
着
用
し
て
い
ま
す
。

問
合
先　

経
済
課
消
費
生
活
係

（
☎　

儿　

儿
９
８
３
１
）

０４２

３８７

  　　

東
京
都
選
挙
管
理
委
員
会
、
市

政
治
家
の
寄
附
は
禁
止
で
す

寄
附
禁
止
の
ル
ー
ル
を
守
っ
て

明
る
い
選
挙
の
実
現
を

選
挙
管
理
委
員
会
お
よ
び
明
る
い

選
挙
推
進
協
議
会
で
は
、　

月
・

１２

１
月
を
中
心
に
「
政
治
家
の
寄
附

禁
止
」の
啓
発
活
動
を
行
い
ま
す
。

【
政
治
家
は
贈
ら
な
い

　

有
権
者
は
求
め
な
い
】

　

お
歳
暮
や
年
末
年
始
の
あ
い
さ

つ
等
、
つ
き
あ
い
の
多
い
季
節
に

な
り
ま
し
た
が
、
政
治
家
（
候
補

者
、
候
補
者
に
な
ろ
う
と
し
て
い

る
者
お
よ
び
現
に
公
職
に
あ
る

者
）
が
選
挙
区
内
の
人
に
お
金
や

品
物
を
贈
る
こ
と
は
、
法
律
で
禁

止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

政
治
家
本
人
が
出
席
す
る
結
婚

披
露
宴
の
祝
儀
、
葬
式
や
通
夜
の

香
典
を
除
い
て
、
す
べ
て
罰
則
の

対
象
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
私
た

ち
が
政
治
家
に
寄
附
を
求
め
る
こ

と
も
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

問
合
先　

選
挙
管
理
委
員
会
事
務

局
（
☎　

儿　

儿
９
８
８
１
）

０４２

３８７

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

日
野
市
、
国
分
寺
市
、
小
金
井

市
で
構
成
し
て
い
る
浅
川
清
流
環

境
組
合
に
よ
る
新
可
燃
ご
み
処
理

施
設
整
備
事
業
に
お
い
て
、
東
京

都
環
境
影
響
評
価
条
例
に
基
づ

き
、
環
境
影
響
評
価
書
案
の
閲
覧

お
よ
び
意
見
募
集
を
行
い
ま
す
。

浅
川
清
流
環
境
組
合
に
よ
る

新
可
燃
ご
み
処
理
施
設
整
備

事
業
の
環
境
影
響
評
価
書
案

の
閲
覧
お
よ
び
意
見
募
集

〈
施
設
概
要
〉　
　
　
　
　

所
在
地　

日
野
市
石
田
１
儿　

儿
２１０

２
（
日
野
市
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

敷
地
内
）　
　
　
　
　

敷
地
面
積　

約
１
・
１
ヘ
ク
タ
ー

ル　
　
　
　
　
　
　
　

処
理
能
力　
　

ｔ
／
日
（　

ｔ
／

２２８

１１４

日
×
２
炉
）　
　

主
な
建
築
物
等　

工
場
棟
（
高
さ

　

㍍
以
下
）
、
煙
突（
高
さ　

㍍
）

３４

８５

〈
閲
覧
・
意
見
募
集
〉

【
閲　

覧
】

期　

間　
　

月
７
日
（
月
）
～
１

１２

月　

日
（
火
）
午
前
９
時　

分
～

１２

３０

午
後
４
時　

分
（
土
曜
・
日
曜
・

３０

祝
日
を
除
く
）

と
こ
ろ　

ご
み
対
策
課
（
市
役
所

第
二
庁
舎
４
階
）

【
意
見
募
集
】

対　

象　

▽
都
内
在
住
の
方　

▽

都
内
の
法
人
ま
た
は
そ
の
他
の
団

体受　

付　
　

月
７
日
～
１
月　

日

１２

２０

（
消
印
有
効
）
に
、
郵
送
ま
た
は

直
接
、
事
業
名
・
氏
名
・
住
所

（
法
人
ま
た
は
そ
の
他
の
団
体

は
、
名
称
・
代
表
者
の
氏
名
・
事

務
所
ま
た
は
事
業
所
の
所
在

地
）・
環
境
保
全
の
見
地
か
ら
の

意
見
を
明
記
し
、
東
京
都
環
境
局

総
務
部
環
境
政
策
課
（
〒　

儿
８

１６３

０
０
１
住
所
不
要
☎　

儿
５
３
８

０３

８
儿
３
４
５
３
）
へ
。

們
們
◇
共　

通
◇
們
們

問
合
先　

ご
み
処
理
施
設
担
当

（
☎　

儿　

儿
９
８
５
４
）

０４２

３８７

 　

東
京
都
と
市
区
町
村
で
は
、
安

定
し
た
税
収
確
保
と
納
税
の
公
平

性
確
保
を
め
ざ
し
て
、　

月
を

１２

「
オ
ー
ル
東
京
滞
納
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
強

化
月
間
」
と
位
置
づ
け
、
広
報
や

催
告
に
よ
る
納
税
推
進
、
差
し
押

さ
え
や
タ
イ
ヤ
ロ
ッ
ク
、
捜
索
等

の
滞
納
処
分
な
ど
、
多
様
な
徴
収

対
策
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

月
は
オ
ー
ル
東
京
滞
納

１２Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
強
化
月
間

　

市
で
は
、
昨
年
度
に
引
き
続

き
、
預
貯
金
、
給
与
等
の
債
権
、

捜
索
に
よ
る
動
産
、
不
動
産
の
差

し
押
さ
え
等
を
実
施
し
、
納
税
の

公
平
性
確
保
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

問
合
先　

納
税
課
納
税
係
（
☎　
０４２

儿　

儿
９
８
２
３
）

３８７

 
〈
①
児
童
扶
養
手
当
〉

　

月
期
分
＝
８
～　

月
分

１２

１１

問
合
先　

子
育
て
支
援
課
手
当
助

成
係
（
☎　

儿　

儿
９
８
３
９
）

０４２

３８７

〈
②
心
身
障
害
者
福
祉
手
当
〉

第
３
期
分
＝
８
～　

月
分

１１

問
合
先　

自
立
生
活
支
援
課
障
害

福
祉
係（
☎　

儿　

儿
９
８
４
２
）

０４２

３８７

們
們
◇
共　

通
◇
們
們

振
込
日　
　

月　

日
（
木
）

１２

１０

　

振
込
日
以
降
、
通
帳
で
お
確
か

め
く
だ
さ
い
。
金
融
機
関
に
よ
っ

て
は
２
・
３
日
遅
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
次
の
よ
う
な
場
合
は
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

　

▽
振
込
日
以
降
、
８
日
を
過
ぎ

て
も
振
り
込
ま
れ
な
い
場
合　

▽

氏
名
ま
た
は
住
所
、
口
座
を
変
更

し
た
場
合　

▽
施
設
に
入
所
し
た

場
合　

▽
障
が
い
の
程
度
が
変
わ

っ
た
場
合
（
②
）

 　
　

歳
に
達
し
た
年
度
の
末
日

１８
（
障
が
い
が
あ
る
場
合
は　

歳
未

２０

満
）
ま
で
の
児
童
が
い
る
ひ
と
り

親
家
庭
な
ど
に
対
し
て
、
医
療
保

険
の
自
己
負
担
す
べ
き
額
か
ら
一

部
負
担
額
を
除
い
た
額
を
助
成
し

ま
す
。

　

今
ま
で
受
給
し
て
い
な
か
っ
た

方
で
も
、
平
成　

年
中
の
所
得
が

２６

制
限
内
の
方
は
、
平
成　

年
１
月

２８

１
日
か
ら
受
給
で
き
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

各
種
手
当
の
支
給

平
成　

年
ひ
と
り
親
家
庭
等

２８

医
療
費
助
成
の
申
請
受
付

　

な
お
、
す
で
に
受
給
中
の
方

は
、
改
め
て
申
請
す
る
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
。

受
付
期
間　
　

月
１
日
（
火
）
～

１２

　

日
（
金
）

１８受
付
場
所
・
問
合
先　

子
育
て
支

援
課
手
当
助
成
係
（
市
役
所
第
二

庁
舎
３
階
☎　

儿　

儿
９
８
３

０４２

３８７

９
）

 　

子
育
て
を
地
域
で
支
え
る
相
互

援
助
活
動
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

と　

き　
　

月　

日
（
水
）
午
前

１２

１６

　

時
～　

時

１０

１１

と
こ
ろ　

保
健
セ
ン
タ
ー

そ
の
他　

保
育
あ
り
（
要
事
前
申

込
）

申　

込　
　

月
２
日
か
ら
、
電
話

１２

で
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ

ン
タ
ー
（
☎　

儿　

儿
１
７
０
１

０４２

３２０

＝
日
曜
日
を
除
く
午
前
９
時
～
午

後
５
時
）
へ
。

 　　

親
子
の
触
れ
合
い
遊
び
や
親
同

士
の
交
流
を
通
じ
、
子
ど
も
へ
の

か
か
わ
り
方
を
学
び
ま
す
。

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
会
員
説
明
会

カ
ル
ガ
モ
教
室

と　

き　

１
月　

日
、
２
月　

２７

２４

日
、
３
月　

日
、
い
ず
れ
も
水
曜

２３

日
午
前　

時
～　

時　

分

１０

１１

３０

と
こ
ろ　

保
健
セ
ン
タ
ー

対　

象　

平
成　

年　

月
～　

年

２６

１１

２７

３
月
生
ま
れ
の
お
子
さ
ん
と
保
護

者定　

員　
　

組
（
多
数
抽
選
）

１４

申　

込　
　

月　

日
ま
で
に
、
電

１２

１５

話
ま
た
は
直
接
、
子
ど
も
家
庭
支

援
セ
ン
タ
ー
（
☎　

儿　

儿
３
１

０４２

３２１

４
１
＝
月
曜
・
日
曜
日
を
除
く
）

へ
。

悪
質
商
法
被
害
ゼ

悪
質
商
法
被
害
ゼ
ロロ

キ
ャ
ン
ペ
ー

キ
ャ
ン
ペ
ー
ンン
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健
康
課
健
康
係（
☎
042―

321―

１
２
４
０
）

費用
（教材費含む）時間日　程講習名

６,２００円９：００〜
１２：００

１２／１１（金）、
１８（金）Wordの初級

１／１５（金）、
２２（金）Excelの初級

１,０３０円／時間
（教材費は
　別途実費）

相談して決定します。
個人教室

訪問レッスン

月４,２００円１３：００〜
１６：００

毎月第２、４週
の２回（火曜・木
曜・土曜・日曜
日のいずれか）

CoCoサロン
（パソコン趣
味の講座）

無　料１３：００〜
１５：００

毎週月曜日（祝
日を除く）相談室

※　パソコンはWindows7、Office2010を使用しますが、詳細
はご相談ください。

い
ま
す
。
（
１
人　

分
程
度
）

３０

と
き
・
と
こ
ろ
等　

左
表
の
と
お

り申　

込　
　

月
１
日
か
ら
、
電
話

１２

で
各
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

へ
。

  　

作
業
療
法
士
の
指
導
の
も
と
、

転
倒
予
防
体
操
や
筋
力
向
上
、
体

力
測
定
な
ど
を
行
い
ま
す
。

と　

き　

１
月
６
日
～
３
月　

日
３０

の
毎
週
水
曜
日
午
後
１
時　

分
～

３０

３
時　

分
３０

と
こ
ろ　

桜
町
高
齢
者
在
宅
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー

対　

象　

市
内
在
住
で
、　

歳
以

６５

上
の
要
支
援
・
要
介
護
認
定
を
受

け
て
い
な
い
方
（
市
で
実
施
す
る

他
の
介
護
予
防
体
操
教
室
等
の
参

加
者
を
除
く
）

定　

員　
　

人
（
多
数
抽
選
）

１５

申　

込　
　

月
９
日
（
必
着
）
ま

１２

で
に
、
往
復
は
が
き
に
住
所
・
氏

名
（
ふ
り
が
な
）・
年
齢
・
電
話

番
号
を
明
記
し
、
同
セ
ン
タ
ー

ところ・申込先と　き対象地域
小金井みなみ地域包
括支援センター
（☎０４２−３８８−８４００）

１２／１４（月）
１０：００〜１２：００

本町６丁目、前原
町、貫井南町

小金井きた地域包括
支援センター
（☎０４２−３８８−２４４０）

　／１７（木）
１３：３０〜１５：００

梶野町、関野町、緑
町、本 町 ２・３ 丁
目、桜町１・３丁目

小金井ひがし地域包
括支援センター
（☎０４２−３８６−６５１４）

　／１７（木）
１３：３０〜１５：００

東町、中町、本町１
丁目

さ
く
ら
健
康
ク
ラ
ブ

１
月
か
ら
の
利
用
者
募
集

　

リ
サ
イ
ク
ル
事
業
所
で
は
、
日

ご
ろ
の
ご
利
用
に
感
謝
を
込
め

て
、
家
具
類
、
食
器
類
な
ど
を
展

示
価
格
の　

％
引
き
、
自
転
車
を

３０

　

円
引
き
で
販
売
す
る
セ
ー
ル
を

５００開
催
し
ま
す
。
割
引
対
象
に
な
ら

な
い
品
物
も
あ
り
ま
す
の
で
、
セ

ー
ル
の
内
容
等
詳
し
く
は
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

と　

き　
　

月　

日
（
日
）
午
前

１２

１３

９
時
～
午
後
４
時

問
合
先　

リ
サ
イ
ク
ル
事
業
所

（
☎　

儿　

儿
７
７
７
１
）

０４２

３８２

 　

東
京
し
ご
と
セ
ン
タ
ー
多
摩
と

近
隣
市
と
の
共
催
に
よ
り
、
合
同

就
職
面
接
会
と
面
接
会
対
策
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

〈
面
接
会
対
策
セ
ミ
ナ
ー
〉

と　

き　

①　

月
８
日
（
火
）
午

１２

後
２
時
～
４
時
②　

日
（
水
）
午

１６

前　

時
～
正
午

１０
内　

容　

①
求
人
票
を
読
み
解
く

！
「
自
分
に
ふ
さ
わ
し
い
会
社
の

見
分
け
方
」②「
合
同
就
職
面
接
会

で
年
明
け
内
定
を
目
指
そ
う
！
」

定　

員　

各　

人
３０

申
込
方
法　

電
話
で
、
東
京
し
ご

と
セ
ン
タ
ー
多
摩
へ
。

〈
合
同
就
職
面
接
会
〉

と　

き　
　

月　

日
（
水
）
午
後

１２

１６

１
時　

分
～
４
時　

分

３０

３０

参
加
企
業
数　
　

社
程
度

１０

そ
の
他　

面
接
会
は
申
し
込
み
不

要
で
す
。
面
接
を
希
望
す
る
企
業

の
数
だ
け
履
歴
書
を
ご
持
参
く
だ

さ
い
。們

們
◇
共　

通
◇
們
們

と
こ
ろ　

武
蔵
野
ス
イ
ン
グ
ホ
ー

ル
（
武
蔵
野
市
境
２
儿　

儿
１
）

１４

問
合
先　

東
京
し
ご
と
セ
ン
タ
ー

多
摩
（
☎　

儿　

儿
４
５
２
４
）

０４２

３２９

合
同
就
職
面
接
会
・

面
接
会
対
策
セ
ミ
ナ
ー
を

開
催

対　

象　

平
成
７
年
４
月
２
日
～

８
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
在
宅
の

障
が
い
の
あ
る
方
で
、
身
体
障
害

者
手
帳
、
愛
の
手
帳
、
精
神
障
害

者
保
健
福
祉
手
帳
の
い
ず
れ
か
を

お
持
ち
の
方

申　

込　
　

月　

日
ま
で
に
、
い

１２

１８

ず
れ
か
の
手
帳
を
持
参
の
う
え
、

直
接
、
社
会
福
祉
協
議
会
（
福
祉

会
館
２
階
☎　

儿　

儿
０
２
９

０４２

３８６

４
）
へ
。

 　
　

歳
以
上
の
要
支
援
・
要
介
護

６５
認
定
を
受
け
て
い
な
い
方
に
、
健

康
づ
く
り
や
も
の
忘
れ
予
防
に
役

立
つ
情
報
の
ご
案
内
や
相
談
を
行

介
護
予
防
相
談
会

「
地
域
支
援
事
業
担
当
」
（
〒　
１８４

儿
０
０
０
５
桜
町
１
儿
９
儿
５
☎

　

儿　

儿
０
０
０
６
）
へ
。

０４２

３８１

 　

成
年
後
見
制
度
に
お
け
る
親
族

後
見
人
の
方
々
の
連
絡
会
を
開
催

し
ま
す
。

　

福
祉
等
の
内
容
が
変
わ
っ
て
い

く
こ
と
で
苦
労
し
た
こ
と
や
、
財

産
の
管
理
方
法
で
迷
っ
て
い
る
こ

と
な
ど
を
情
報
交
換
し
ま
せ
ん

か
。

　

匿
名
で
の
参
加
も
で
き
ま
す
。

と　

き　
　

月　

日
（
金
）
午
前

１２

１１

　

時
～　

時　

分

１０

１１

３０

と
こ
ろ　

福
祉
会
館
５
階
保
健
会

場 親
族
後
見
人
の
つ
ど
い

定　

員　
　

人
（
申
込
順
）

１０

申　

込　
　

月
１
日
～
９
日
に
、

１２

電
話
で
権
利
擁
護
セ
ン
タ
ー
（
☎

　

儿　

儿
０
１
２
１
）
へ
。

０４２

３８６

 　

ひ
と
り
ぐ
ら
し
ま
た
は
高
齢
者

の
み
世
帯
の
方
の
話
し
相
手
や
、

日
常
生
活
の
相
談
、
福
祉
制
度
の

説
明
等
を
行
う
友
愛
活
動
員
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

対　

象　

市
内
在
住
の
健
康
な
方

謝
礼
（
月
額
）　

３
千　

円
（
交

３００

通
費
等
を
含
む
）

申　

込　

ふ
れ
愛
セ
ン
タ
ー
（
☎

　

儿　

儿
１
２
３
４
）
ま
た
は
介

０４２

３８７

護
福
祉
課
高
齢
福
祉
係
（
☎　

儿
０４２

　

儿
９
８
４
３
）
へ
。　

３８７ 友
愛
活
動
員
を
募
集
中

 　

東
京
都
薬
物
乱
用
防
止
小
金
井

地
区
推
進
協
議
会
で
は
、
市
内
の

中
学
生
が
作
成
し
た
薬
物
乱
用
防

止
を
テ
ー
マ
と
す
る
ポ
ス
タ
ー　
２３５

点
お
よ
び
標
語
千　

点
の
展
示
会

５０６

を
開
催
し
ま
す
。

と　

き　
　

月　

日
（
金
）
～　

１２

１１

２５

日
（
金
）
午
前
９
時
～
午
後　

時
１０

（　

日
を
除
く
。　

日
は
正
午
か

１５

１１

ら
、　

日
と　

日
は
正
午
ま
で
）

１８

２５

※　

ポ
ス
タ
ー
は
、　

日
～　

日

１１

１８

は
一
中
・
二
中
・
緑
中
・
南

中
・
学
芸
大
学
附
属
小
金
井
中

学
校
・
中
央
大
学
附
属
中
学
校

の
生
徒
の
作
品
を
、　

日
～　

１９

２５

日
は
中
央
大
学
附
属
中
学
校
の

生
徒
の
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

と
こ
ろ　

福
祉
会
館
１
階
ふ
れ
あ

い
ギ
ャ
ラ
リ
ー

問
合
先　

健
康
課

 
と　

き　

１
月
７
日
～　

日
の
毎

２１

週
木
曜
日
午
前
９
時
か
ら
（
受
け

付
け
は
９
時　

分
ま
で
）

１５

と
こ
ろ　

保
健
セ
ン
タ
ー

内　

容　

歯
磨
き
練
習
、
栄
養
講

話
な
ど

※　

む
し
歯
予
防
教
室
受
講
後
、

希
望
者
は
引
き
続
き
歯
科
健
診

も
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
（
終
了
は　

時　

分
ご
ろ
）

１１

３０

対　

象　

平
成　

年
６
月
生
ま
れ

２５

（
２
歳
６
か
月
）
～　

年　

月
生

２６

１２

ま
れ
（
１
歳
）
の
幼
児

※　

転
入
等
で
対
象
年
齢
を
過
ぎ

て
い
る
場
合
は
、
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

定　

員　

各
日　

人
（
申
込
順
）

１２

申　

込　
　

月
１
日
か
ら
、
電
話

１２

で
健
康
課
へ
。

薬
物
乱
用
防
止

ポ
ス
タ
ー・
標
語
展
示
会

む
し
歯
予
防
教
室

U
U

U
U
U
U
U
U

 
と　

き　

１
月　

日
（
木
）
午
後

１４

１
時　

分
～
３
時　

分

３０

３０

と
こ
ろ　

保
健
セ
ン
タ
ー
２
階

内　

容　

管
理
栄
養
士
・
歯
科
衛

生
士
に
よ
る
講
義
、
試
食
な
ど

対　

象　

お
お
む
ね
８
～　

か
月

１１

児
の
保
護
者

定　

員　
　

人
（
申
込
順
）

１８

そ
の
他　

母
子
同
室
で
す
。
子
ど

離
乳
食
教
室

３
回
食
へ
の
進
め
方

も
連
れ
の
方
は
、
申
込
時
に
お
伝

え
く
だ
さ
い
。

申　

込　
　

月
１
日
か
ら
、
電
話

１２

で
健
康
課
へ
。

 
と　

き　

１
月
９
日
（
土
）
、　
１６

日
（
土
）
午
前　

時
～
午
後
１
時

１０

と
こ
ろ　

保
健
セ
ン
タ
ー

内　

容　

妊
娠
、
出
産
、
育
児
の

話
、
妊
婦
体
操
、
も
く
浴
実
習
等

対　

象　

お
お
む
ね　

～　

週
の

１６

２７

就
労
妊
婦
と
パ
ー
ト
ナ
ー
（
妊
婦

１
人
で
の
参
加
も
可
）

定　

員　
　

組
（
申
込
順
）

２４

申　

込　
　

月
１
日
か
ら
、
電
話

１２

で
健
康
課
へ
。

両
親
学
級
た
ん
ぽ
ぽ
ク
ラ
ス

（
土
曜
日
２
日
間
コ
ー
ス
）

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
し

て
、
多
年
に
わ
た
り
社
会
福
祉
の

増
進
に
貢
献
の
あ
っ
た
次
の
方

が
、
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

受
賞
月
日　
　

月　

日

１１

１８

〈
一
般
功
労
賞
・ 

在
職　

年
以
上
〉

１０

清
水　

洋　

氏

　
　
　
　
　
　
　
（
緑
町
５
丁
目
）

昼
間　

容
子　

氏

　
　
　
　
　
　
　
（
本
町
５
丁
目
）

井
川　

妙
子　

氏

　
　
　
　
　
　
　
（
東
町
１
丁
目
）

古
宮　

景
子　

氏

　
　
　
　
　
　
　
（
東
町
２
丁
目
）

江
原　

由
美
子　

氏

　
　
　
　
　
　
　
（
東
町
４
丁
目
）

都
知
事
表
彰

都
知
事
表
彰

都
知
事
表
彰

都
知
事
表
彰

東
京
都
の 

救
急
医
療
に
つ
い
て

　

救
急
医
療
機
関
に
は
、
軽
症

対
応
の
一
次
か
ら
重
傷
者
対
応

の
三
次
ま
で
あ
り
ま
す
が
、 
標 

ひ
ょ
う

 
榜 
科
目
は
個
々
の
医
療
機
関
の

ぼ
う任

意
体
制
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
夜
間
・
休
日
は
、

患
者
さ
ん
に
適
切
な
診
療
機
関

が
近
隣
に
あ
る
と
は
限
り
ま
せ

ん
。
た
と
え
ば
多
摩
地
区
で
は

耳
鼻
科
は
１
病
院
し
か
あ
り
ま

せ
ん
（
こ
れ
は
唯
一
輪
番
制
に

な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
こ
が
手

術
・
混
雑
等
で
閉
鎖
に
な
る
と

多
摩
地
区
で
は
０
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
）
し
、
皮
膚
科
や
眼

科
・
歯
科
な
ど
が
１
病
院
も
な

い
こ
と
は
よ
く
あ
り
ま
す
。
内

科
・
外
科
・
脳
外
科
・
小
児
科

は
多
く
あ
る
ほ
う
で
す
。
そ
れ

で
も
腹
痛
で
内
科
を
受
診
し
て

も
、
当
直
医
師
の
専
門
が
呼
吸

器
で
あ
っ
た
り
、
受
診
の
結
果

当
直
医
師
が
い
な
い
婦
人
科
疾

患
で
あ
っ
た
り
と
い
う
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　

東
京
都
で
は
救
急
隊
向
け
に

Ｃ
Ｃ
Ｕ
（
循
環
器
）・
脳
卒

中
・
周
産
期
だ
け
は
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
が
整
備
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
そ
れ
で
も
近
隣
で
あ
る
と

は
限
り
ま
せ
ん
。
よ
っ
て
全
国

一
の
病
院
数
を
誇
る
東
京
で

も
、
受
診
し
た
い
診
療
科
目
に

よ
っ
て
は
十
何
キ
ロ
も
離
れ
た

病
院
し
か
な
い
と
い
う
こ
と
は

珍
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

さ
ら
に
休
日
夜
間
に
は
時
間

外
加
算
料
金
が
か
か
り
ま
す

し
、
救
急
車
で
遠
く
ま
で
行
っ

た
場
合
は
帰
り
の
タ
ク
シ
ー
代

も
か
さ
む
こ
と
に
な
り
ま
す
。

し
た
が
っ
て
で
き
る
だ
け
平
日

日
中
の
早
め
に
受
診
す
る
こ
と

が
、
距
離
や
診
療
内
容
、
費
用

の
点
か
ら
は
最
善
の
方
法
と
な

り
ま
す
。
と
は
い
っ
て
も
ど
う

し
て
も
症
状
が
つ
ら
い
時
は
、

月
曜
の
朝
ま
で
我
慢
さ
れ
ま
せ

ん
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

小
金
井
市
医
師
会菊

地　

隆
文

リ
サ
イ
ク
ル
事
業

リ
サ
イ
ク
ル
事
業
所所

感
謝
セ
ー

感
謝
セ
ー
ルル

成
人
式
を
迎
え

成
人
式
を
迎
え
るる

障
が
い
の
あ
る
方

障
が
い
の
あ
る
方
にに

祝
品
を
贈

祝
品
を
贈
呈呈

U
U

U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U

と
き
・
費
用
等　

左
表
の
と
お
り

と
こ
ろ　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
中
町
会
議
室
（
リ
サ
イ
ク
ル
事

業
所
内
）

講　

師　

同
セ
ン
タ
ー
パ
ソ
コ
ン

班対　

象　

お
お
む
ね　

歳
以
上
の

５５

方定　

員　

各
５
人
（
申
込
順
）

そ
の
他　

▽
希
望
者
が
２
人
以
下

の
場
合
は
中
止
し
ま
す
。
▽
希
望

者
が
定
員
を
超
え
た
コ
ー
ス
で

も
、
パ
ソ
コ
ン
持
ち
込
み
で
参
加

で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申　

込　
　

月
１
日
～
開
催
日
の

１２

４
日
前
（
土
曜
・
日
曜
・
祝
日
を

除
く
）
に
、
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク

ス
で
希
望
コ
ー
ス
・
住
所
・
氏
名

（
ふ
り
が
な
）・
年
齢
・
電
話
番

号
を
同
セ
ン
タ
ー
（
☎　

儿　

儿

０４２

３８３

６
１
４
１ 
　

儿　

儿
６
２
４

０４２

３８５

１
）
へ
。

FAX

パ
ソ
コ
ン
教
室

シシシシシシシシシシ
ルルルルルルルルルル
ババババババババババ
ーーーーーーーーーー
人人人人人人人人人人
材材材材材材材材材材
セセセセセセセセセセ
ンンンンンンンンンン
タタタタタタタタタタ

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ーーーーーーーーーーー



27・12・17

歳入決算総額
380億8,167万円
（△3.0%）

市民１人当たりの額
323,628円

市　税
207億9,894万2千円
54.6％（4.0％）
176,755円都支出金

53億1,428万8千円
14.0％（11.3％）
45,162円

国庫支出金
52億4,095万5千円
13.8％（6.5％）
44,539円

市　債
3億790万円
0.8％（△87.5％）
2,617円

繰入金
10億6,903万6千円
2.8％（△15.7％）
9,085円

使用料及び手数料
8億3,777万7千円
2.2％（△5.7％）
7,120円

その他
13億9,271万2千円
3.6％（△19.6％）
11,835円

地方特例交付金
6,141万9千円
0.2％（△1.9％）
522円

分担金及び負担金
2億9,769万円
0.8％（3.2％）
2,530円

地方交付税
1億1,632万9千円
0.3％（△65.8％）

989円

繰越金
12億2,747万8千円
3.2%（△13.8%）
10,431円

地方消費税交付金
14億1,714万4千円
3.7％（30.2％）
12,043円

歳入歳出決算額
％は、歳入歳出決算総額に対する比率
（　）内は、前年度に対する増減率
市民１人当たりの額
人口117,671人（平成27年３月31日現在）

民生費
164億4,400万3千円
45.0％（△0.6％）
139,746円

衛生費
40億212万8千円
11.0％（3.0％）
34,011円

総務費
43億9,892万1千円
12.0％（△6.5％）
37,383円

公債費
29億3,874万4千円
8.1％（0.3％）
24,974円

教育費
35億7,935万7千円
9.8％（△14.0％）
30,419円

土木費
29億809万2千円
8.0％（△18.4％）
24,714円

消防費
14億9,951万7千円
4.1％（2.2％）
12,743円

その他
7億7,054万円
2.0％（△0.1％）
6,548円

扶助費
88億8,520万6千円
24.4％（6.1％）
75,509円

投資的経費
21億317万5千円
5.8％（△49.5％）
17,873円

物件費
65億380万8千円
17.8％（4.0％）
55,271円

人件費
60億7,077万3千円
16.6％（△3.6％）
51,591円

補助費等
41億7,914万3千円
11.5％（1.4％）
35,515円

繰出金
39億3,849万7千円
10.8％（6.7％）
33,470円

公債費
29億3,874万4千円
8.1％（0.3％）
24,974円

その他
18億3,878万1千円
5.0％（△14.7％）
15,628円

歳　入

歳　出

[図A］ 一般会計決算状況

目的別

歳出決算総額
365億4,130万2千円
（△3.9%）

市民１人当たりの額
310,538円

国で定めた基準（普通会計）で算出しているため、一般会計決算額とは異なります。
性質別（普通会計）：地方財政状況調査による

歳出決算総額
364億5,812万7千円
（△4.0%）

市民１人当たりの額
309,831円

多摩26市
平均 
91.1％

  （94.6%）

多摩類似団体
平均
91.0％

  （93.2%）

（％）

70.0
74.0
78.0
82.0
86.0
90.0
94.0
98.0
102.0
106.0

多摩市東久留米市国分寺市昭島市武蔵野市小金井市

［図Ｂ］経常収支比率（多摩類似団体との比較）

※　■ の（　）内は減収補てん債（特例分）および臨時財政対策債を
　経常一般財源等に加えない場合

（91.3）（91.3）91.391.3

（103.3）（103.3）

94.394.3（95.5）（95.5）93.793.7
（97.4）（97.4）
92.392.3

（84.7）（84.7）84.784.7

（95.4）（95.4）94.594.5

　

市
で
は
、
納
め
て
い
た
だ
い
た
市
税
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
か

な
ど
、
財
政
に
関
す
る
事
項
の
ご
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、
定
期

的
（
年
２
回
）
に
財
政
状
況
を
公
表
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
お
知
ら
せ
す
る
の
は
、
平
成　

年
度
の
決
算
概
要
お
よ
び
平
成　

２６

２７

年
度
上
半
期
（
４
月
１
日
〜
９
月　

日
）
の
状
況
で
す
。
（
８
〜　

面
に

３０

１０

も
掲
載
）

　
「
平
成　

年
度
小
金
井
市
一
般
会
計
・
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
書
」

２６

（
１
部
３
千　

円
）
は
会
計
課
（
市
役
所
第
二
庁
舎
１
階
）
で
、
「
平
成

３００

　

年
度
主
要
な
施
策
の
成
果
に
関
す
る
説
明
書
・
基
金
の
運
用
状
況
に
関

２６す
る
調
書
」
（
１
部
千
円
）
は
、
財
政
課
で
販
売
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
決
算
書
等
は
、
図
書
館
本
館
お
よ
び
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
（
市

役
所
第
二
庁
舎
６
階
）
で
ご
覧
い
た
だ
け
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

も
公
開
し
て
い
ま
す
。

問
合
先　

財
政
課
財
政
係（
市
役
所
本
庁
舎
２
階
☎　

儿　

儿
９
８
０
２
）

０４２

３８７

【一般財源】
　市税、地方交付税など、使い道が制限されない収入
【経常一般財源等】
　一般財源のうち、毎年経常的に収入される財源、主
に地方税や地方譲与税
【形式収支】
　歳入決算総額から歳出決算総額を単純に差し引いた
額
【経常収支比率】
　市税など経常的に入ってくる収入が、義務的で固定
的に支出される経費（人件費、扶助費、公債費など）
にどれだけ使われているか示したもの
【実質収支】
　形式収支から、翌年度へ繰り越すべき財源を差し引
いた額
【類似団体】
　都市の態様を決定する要素のうち、人口、産業構造
の類似した普通地方公共団体。多摩地区では、速報値
によると、武蔵野市、昭島市、国分寺市、東久留米市、
多摩市が本市の類似団体となります。
【投資的経費】
　普通建設事業費（道路の新設、学校の建設などの経
費）、失業対策事業費、災害復旧事業費をいいます。
【普通会計】
　総務省の基準による統計上の会計。他市との財政状
況の比較は、この会計の数値で行っています。
【一般会計】
　特別会計を含まないすべての歳入、歳出を経理する
会計
【地方財政状況調査】
　地方自治法等の規定に基づき、総務省が毎年定期的
に行う全国統一基準の普通会計決算の数値を用いた統
計調査。地方財政を分析・検討する基礎となります。

【用語説明】

平成26年度決算の概要

財政健全化を全力で進めます
 　

平
成　

年
度
は
、
歳
入
の
根
幹

２６

と
な
る
市
税
収
入
は
景
気
の
回
復

基
調
に
よ
り
増
と
な
っ
た
も
の

の
、
普
通
交
付
税
と
臨
時
財
政
対

策
債
発
行
可
能
額
の
減
少
に
よ

り
、
財
政
調
整
基
金
の
大
幅
な
取

り
崩
し
等
に
頼
っ
た
運
営
と
な

り
、
依
然
、
厳
し
い
財
政
状
況
が

続
い
て
い
ま
す
。
予
算
規
模
は
、

当
初
予
算　

億
５
千
万
円
に
９
回

３５１

の
補
正
予
算　

億
８
千　

万
５
千

２３

５８３

円
、
繰
越
事
業
費
繰
越
財
源
充
当

額　

万
５
千
円
を
加
え
、
総
額　

６６１

３７５

一
般
会
計

億
４
千　

万
円
で
し
た
。
こ
れ
に

２４５

対
す
る
決
算
額
は
、
歳
入
総
額
が

　

億
８
千　

万
円
で
前
年
度
対
比

３８０

１６７

３
・
０
％
の
減
、
歳
出
総
額
が　
３６５

億
４
千　

万
２
千
円
で
前
年
度
対

１３０

比
３
・
９
％
の
減
と
な
り
ま
し

た
。
形
式
収
支
は　

億
４
千　

万

１５

３６

８
千
円
で
、
地
域
活
性
化
・
地
域

住
民
生
活
等
緊
急
支
援
交
付
金
事

業
等　

件
に
よ
る
翌
年
度
へ
の
繰

１１

越
財
源
千　

万
２
千
円
を
差
し
引

９１６

い
た
実
質
収
支
は
、　

億
２
千　

１５

１２０

万
６
千
円
と
な
り
、
前
年
度
か
ら

３
億　

万
２
千
円
の
増
と
な
り
ま

３４

し
た
。
こ
の
結
果
、
実
質
収
支
比

率
は
７
・
３
％
と
な
り
、
前
年
度

か
ら
１
・
４
ポ
イ
ン
ト
の
増
と
な

り
ま
し
た
。

　

人
件
費
比
率
は　

・
６
％
で
、

１６

前
年
度
同
率
と
な
り
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
算
定
式
の
分
子
と
な
る
人

件
費
が
、
前
年
度
か
ら
２
億
２
千

万
円
の
減
、
ピ
ー
ク
時
の
平
成
７

年
度
か
ら
約　

億
円
の
減
と
な
り

４３

ま
し
た
が
、
分
母
と
な
る
歳
出
総

額
も
、
投
資
的
経
費
の
大
幅
な
減

に
よ
り
減
と
な
っ
た
こ
と
に
よ
る

も
の
で
す
。
（
図
Ａ
）

　

ま
た
、
経
常
収
支
比
率
は
、
前

年
度
の　

・
７
％
か
ら　

・
５
％

９６

９４

に
、
分
母
か
ら
特
例
債
を
除
い
た

場
合
で
は　

・
７
％
か
ら　

・
４

９９

９５

％
と
な
り
ま
し
た
。
算
定
式
の
分

母
と
な
る
経
常
一
般
財
源
等
は
、

地
方
税
や
地
方
消
費
税
交
付
金
の

増
等
に
よ
り
全
体
で
５
億
５
千
万

円
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

　

一
方
、
分
子
と
な
る
経
常
経
費

に
充
当
す
る
一
般
財
源
は
、
人
件

費
は
減
と
な
っ
た
も
の
の
、
物
件

費
や
補
助
費
等
、
繰
出
金
の
増
等

に
よ
り
全
体
で
５
千　

万
円
増
と

７００

な
っ
た
結
果
、
２
・
２
ポ
イ
ン
ト

の
改
善
に
止
ま
り
ま
し
た
。
（
図

Ｂ
）

　

本
市
の
行
財
政
運
営
は
、
法
人

が
少
な
い
こ
と
か
ら
、
景
気
回
復

に
よ
る
法
人
市
民
税
の
大
幅
増
収

が
見
込
め
ず
、
ま
た
、
個
人
市
民

税
収
の
増
加
も
こ
れ
以
上
見
込
め

な
い
状
況
に
加
え
、
歳
出
面
で
は

本
市
の
最
重
要
課
題
で
あ
る
ご
み

処
理
施
設
関
連
事
業
の
推
進
、
待

機
児
童
解
消
、
新
庁
舎
等
公
共
施

設
の
計
画
的
整
備
と
有
効
活
用
、

　

武
蔵
小
金
井
・
東
小
金
井
駅
の

ＪＲ周
辺
整
備
、
東
日
本
大
震
災
を
教

訓
と
し
た
減
災
対
策
等
、
多
額
の

財
源
を
必
要
と
す
る
重
要
課
題
が

山
積
し
て
お
り
、
さ
ら
に
社
会
保

障
関
連
経
費
の
自
然
増
が
続
く
な

か
で
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
へ
の
対
応

の
た
め
に
取
り
崩
す
こ
と
が
で
き

る
財
政
調
整
基
金
が
枯
渇
す
る
状

況
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
危
機
的
な

財
源
不
足
が
依
然
と
し
て
続
い
て

い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
将
来

に
わ
た
っ
て
持
続
可
能
か
つ
自
律

し
た
行
財
政
基
盤
の
確
立
を
図
っ

て
い
く
た
め
、
第
３
次
行
財
政
改

革
大
綱
を
強
力
に
推
し
進
め
る
と

と
も
に
第
三
者
に
よ
る
行
政
診
断

結
果
や
行
財
政
改
革
市
民
会
議
か

ら
の
「
答
申
」
を
真 
摯 
に
受
け
止

し

め
、
限
り
あ
る
行
政
経
営
資
源
の

最
大
限
の
活
用
を
基
本
と
し
、「
選

択
と
集
中
」
に
よ
る
全
庁
を
あ
げ

た
改
革
を
成
し
遂
げ
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
お
よ
び
市
議
会

と
と
も
に
、
そ
の
役
割
と
責
任
を

分
か
ち
合
い
、
第
４
次
基
本
構
想

の
将
来
像
「
み
ど
り
が
萌
え
る
・

子
ど
も
が
育
つ
・
き
ず
な
を
結
ぶ

小
金
井
市
」
の
実
現
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

 　

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
、
下

水
道
事
業
特
別
会
計
、
介
護
保
険

特
別
会
計
、
後
期
高
齢
者
医
療
特

別
会
計
の
４
つ
の
特
別
会
計
を
設

置
し
て
こ
れ
ら
の
経
理
を
明
確
に

し
て
い
ま
す
。
（
左
表
）

特
別
会
計

特別会計決算状況
形式収支歳出決算額歳入決算額最終予算額補正予算額当初予算額区　分

１６４,５３６１０,４９４,６１６１０,６５９,１５２１０,７７６,７０９２５４,４３９１０,５２２,２７０国 民 健 康 保 険

５６,３３１１,３６６,５２２１,４２２,８５３１,４２５,２８３△１０７,９９１１,５３３,２７４下 水 道 事 業

２９,８２５６,９２５,８２４６,９５５,６４９７,１９１,０８８△２６７,０４５７,４５８,１３３介 護 保 険

１５,８４３２,３８０,９６１２,３９６,８０４２,３９６,９７０△９,９８０２,４０６,９５０後期高齢者医療

２６６,５３５２１,１６７,９２３２１,４３４,４５８２１,７９０,０５０△１３０,５７７２１,９２０,６２７合　　計

（単位：千円）

持持続続可可能能なな行行財財政政基基盤盤のの確確立立にに向向けけてて持続可能な行財政基盤の確立に向け持続可能な行財政基盤の確立に向けてて
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※　いずれの金額も千円未満切り上げ

１　みどりあふれる快適で人にやさしいまち（環境と都市基盤）

概　　　　　　要金　　額
（単位：千円）事　　業　　名

第２次小金井市環境基本計画を策定するとともに、市民が設置した太陽光発電設備等住宅用新エネルギー機
器等の購入費用の一部を補助２４,７６８環境対策事務に要する経費

可燃ごみの処理を広域支援により、多摩地域のごみ処理施設で実施１,００２,８０９塵芥処理に要する経費
市内在住の個人等を対象に、生ごみ減量化処理機器の購入費用の一部を補助１９,８２１ごみ減量啓発に要する経費
日野市、国分寺市、小金井市の３市による可燃ごみ共同処理を行うための一部事務組合の設立等に向けた準
備を実施４７,９８７可燃ごみ共同処理事業に要する経費

市制施行５５周年記念事業で募集を行った道路および坂について道路通称名標識を設置４６,４７６土木一般管理に要する経費
市道１４０号線、市道１４６号線、市道３６０号線道路補修工事等を実施２６,８８２道路新設改良に要する経費
都道１３４号線整備に係る用地取得、物件補償、実施設計、測量設計、引込管路等整備、防塵舗装整備工事等
（新みちづくり・まちづくりパートナー事業）を実施２００,６４９都道１３４号線整備に要する経費

主要地方道１５号線整備に係る用地取得、物件補償、維持補修工事等を実施１６,９５２主要地方道１５号線整備に要する経費
武蔵小金井駅南口第２地区市街地再開発準備組合に対し、補助対象業務に係る費用を補助１４０,７９４市街地再開発等の事業に要する経費
西武多摩川線新小金井駅におけるスロープ、視覚障がい者誘導用点状ブロック、点字案内板、誘導チャイム
等の設置費を補助２４,６８０まちづくり推進事業に要する経費

東小金井駅北口土地区画整理事業に係る仮換地の指定、建物の移転補償およびそれに伴う調査、整地ならび
に道路築造工事等を実施８６２,００６土地区画整理事業に要する経費

貫井けやき公園用地の一部取得を実施７９,１１０都市公園の整備に要する経費
（仮称）下山谷の森整備工事を実施２０,９０２緑地の整備に要する経費

２　ふれあいと活力のあるまち（地域と経済）
失業者に対する短期雇用・就業機会の創出、提供および処遇改善事業を３課７事業実施１２１,４４２緊急雇用創出事業に要する経費
認定農業者等を対象に農業経営改善に向けた生産力・効率向上施設等の整備事業の一部を補助２４,１９２農業振興対策に要する経費
商店街のイベント１７事業、活性化事業２事業の費用の一部を補助するとともに、東小金井事業創造センター
の運営、農工大・多摩小金井ベンチャーポート入居者への賃料補助等を実施６４,５０２商工振興に要する経費

備蓄計画に基づき、食糧・生活必需品・災害用トイレ・医薬品・備品の購入、防災行政無線デジタル化工事
の設計を実施４５,９７４災害対策に要する経費

３　豊かな人間性と次世代の夢を育むまち（文化と教育）
平和施策検討委員会において平和施策の検討を行い、「小金井平和の日」の制定、記念行事実施１,３７５平和推進事業に要する経費
日本語スピーチコンテスト、うどん打ち体験会、こども国際交流フットサル大会を実施１７６国際交流に要する経費
展覧会（所蔵作品展２回、企画展１回、岐阜県大垣市、広島県熊野町と共同開催する市町村立美術館活性化
事業共同巡回展１回）等を実施１１,３７２はけの森美術館事業に要する経費

虐待やいじめ・不登校の未然防止および問題行動等への相談の充実等を図るため、スクールソーシャルワー
カーの増配置を実施１３,８６６教員研究指導に要する経費

不登校や問題を抱える児童・生徒の不安や悩みの解決を図るため、家庭と子どもの支援員や支援員をサポー
トするスーパーバイザーの配置を実施２１,２８９その他教育指導等に要する経費

児童・生徒の日常介助や学習活動上のサポートを充実するため、特別支援教育支援員の増員を実施３９,６９４特別支援教育に要する経費
第四小学校の児童の交通安全対策として、通学路の交通危険箇所に警備員の配置を実施２４６,８７３学校運営に要する経費
市立小学校特別支援学級（知的障がい学級）のスクールバスを利用していない在籍児童の登下校時安全確保
のため、希望者へのＧＰＳ携帯端末貸与を実施１１,７７３特別支援学級に要する経費

食器消毒保管庫、コンベクションオーブン、炊飯器、ボイラー等の購入を実施３０５,６５１学校給食に要する経費
トイレ改修工事、非構造部材改修工事、給食用リフト等改修工事、給食機器設置に伴う設備工事、第一中学
校屋内運動場床改修工事、南中学校運動場芝生整備工事等を実施２１９,６５０学校施設整備に要する経費

市立小・中学校全校の屋内運動場等の天井落下防止対策等、非構造部材の点検を実施５２,６１９学校施設維持管理に要する経費
貫井北センターの公民館貫井北分館を新たに加え公民館の維持管理運営を行うとともに、貫井南センター内
窓設置、本町分館トイレ等改修工事を実施８１,２１８公民館維持管理に要する経費

貫井北センターにおいて、事業の企画・運営を、ＮＰＯ法人に委託し実施５８,７３２貫井北センター事業に要する経費
小金井桜計１８本の植樹を行うとともに、歩道橋撤去工事および人道橋設置の一部工事を実施７９,１０４名勝小金井（サクラ）復活プロジェクトに要する経費
全国で実施するチャレンジデーに小金井市チャレンジデー２０１４として市内で実施、市民３０,２９１人が参加１,５１０チャレンジデー事業に要する経費
栗山公園健康運動センター内の温水ヒーター改修工事を実施８６,８８６栗山公園健康運動センター維持管理に要する経費

４　誰もが安心して暮らせる思いやりのあるまち（福祉と健康）
高次脳機能障がいの周知・啓発や健常者との相互理解のため、市民を対象とした講演会を実施１２１,９９５地域生活支援事業に要する経費
認知症高齢者グループホームの施設整備に係る経費および開設準備経費を補助３７,３９６地域密着型サービス拠点等施設整備に要する経費
消費税引き上げに際し、低所得世帯への影響を緩和するための臨時的な給付措置を実施１５４,９１４臨時福祉給付金給付に要する経費
民間保育所運営に要する経費、保育士等処遇改善に要する経費、民間認可保育所の定員拡充、児童処遇改善
に向けた増改築等に要する経費を補助７６６,３３１民間保育所助成に要する経費

保育室・家庭福祉員の運営に要する経費およびグループ保育室開設準備経費を補助４７,９６８保育室・家庭福祉員助成に要する経費
平成２７年度開始の子ども・子育て支援新制度に向け、保育所等入所相談支援員を配置するとともに、保育施
設等利用希望者に対して支給認定証の交付を実施６,８２６保育所入所事務等に要する経費

増加する児童相談や虐待通告に対応するため、子ども家庭支援センター補助員の配置を実施４４,０１５子ども家庭支援センター運営に要する経費
子ども・子育て会議を設置し、「のびゆくこどもプラン　小金井」（小金井市子ども・子育て支援事業計画）
の策定を実施９,２０８のびゆくこどもプラン小金井推進事業に要する経費

認証保育所事業の運営に要する経費を補助３３９,６１７認証保育所運営に要する経費
本町児童館の軒裏改修、空調設備設置工事、緑児童館のトイレ改修、壁面防水工事を実施５０,７５１児童館維持管理に要する経費
学童保育所の保育環境の整備を図るため、みなみ学童保育所の建替工事設計を実施１４,７６８学童保育所維持管理に要する経費
児童発達支援センターの相談支援事業充実を図るため、第２土曜日の開館を実施１５６,９９８児童発達支援センター運営に要する経費
消費税引き上げに際し、子育て世帯への影響を緩和するための臨時的な給付措置を実施１０８,９８８子育て世帯臨時特例給付金給付に要する経費
安定就労を得たことにより保護廃止に至った方に対して、給付金の支給を実施３,００２,７１５生活保護扶助に要する経費
高齢者の肺炎球菌による肺炎を予防できるワクチン接種に対する公費助成を、定期接種化に伴い拡大し実施６,９０１肺炎球菌ワクチン接種に要する経費
先天性風しん症候群を予防するため、妊娠を希望する１９歳以上の女性に対し、風しんの抗体検査を実施する
とともに、低抗体価の場合には風しんまたは麻しん・風しん混合ワクチンの予防接種を実施２,０９３成人風しん予防接種に要する経費

水痘（水ぼうそう）を予防できるワクチン接種を、定期接種化に伴い全額公費負担で実施１８,４７８水痘ワクチン接種に要する経費
５　基本構想実現のために（計画の推進）

第４次基本構想・後期基本計画策定に向けて、市民意向調査を実施するとともに、公募市民を含めた長期計
画審議会を設置し、策定準備を実施８,２８８企画・調整に要する経費

市税の口座振替加入率向上をめざし、キャンペーンを実施し、期間中に口座振替を新規申し込みした方の中
から先着順で１,０００人にさくらギフトカード５００円分を贈呈２１,５７８収納事務に要する経費



27・12・19
市税負担額と行政サービス市税負担額と行政サービス費費

市税の負担額 市民1人当たり
1世帯当たり

176,755円（上段）
360,786円（下段）

※　図１･図２の人口
は117,671人
世帯数は57,649世帯
（平成27年３月31日現在）

〔図１〕

その他

都市計画税

市たばこ税

96,404円
196,776円

60,567円
123,627円

4,638円
9,468円

363円
740円

14,783円
30,175円

（軽自動車税など）

固定資産税市民税 民生費

土木費公債費

議会・総務費

労働・農林水産業・商工費

24,428円
49,863円
24,428円
49,863円

12,750円
26,024円

38,901円
79,403円

24,974円
50,977円

5,316円
10,851円

衛生費

29,843円
60,914円

教育費

消防費

行政サービス費 市民1人当たり
1世帯当たり

309,831円（上段）
632,416円（下段）〔図２〕

139,485円
284,711円

34,134円
69,673円

　皆さんから納めていただいた市税の市民１人当たりおよび１世帯当たりの額と、皆さんに還元された
額（行政サービス）は、図１・図２のとおりです。（普通会計―地方財政状況調査による）

市税1,000円の使い道都市計画税の使い道

平成26年度健全化判断比率
および資金不足比率

　「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」に
基づき、市は毎年度、健全化判断比率４指標およ
び資金不足比率を算定し、監査委員の審査を経
て、議会に報告し、市民に公表しています。
　健全化判断比率、資金不足比率が一定の基準以
上となった場合は、財政健全化計画等の作成と改
善努力が義務付けられます。
　平成２６年度決算に基づく市の健全化判断比率お
よび資金不足比率は、すべて基準を下回り、財政
状況は健全段階にあります。（下表）
 

【用語説明】
　次の用語は健全化判断比率４指標で、標準財政
規模（市の一般的な歳入規模）に対する割合です。
実質赤字比率　一般会計等の実質赤字額の割合
連結実質赤字比率　全会計の実質赤字額の割合
実質公債費比率　公債費および公債費に準じた経
費が占める割合
将来負担比率　一般会計等が将来負担すべき実質
的な負債の大きさを示す割合

平成２６年度資金不足比率
経営健全化基準資金不足比率特別会計の名称

２０.０害下水道事業特別会計
※　資金不足額がない場合は、「害」と表示しています。
※　資金不足比率は、事業規模に対する公営企業
の資金不足額の割合です。

（単位：％）

平成２６年度健全化判断比率
将来
負担比率

実質公債
費比率

連結実質
赤字比率

実質
赤字比率

３５.７ ３.２−−小 金 井 市
３５０.０２５.０１７.４１１２.４１早期健全化基準

３５.０３０.００２０.００財政再生基準
※　実質赤字額または連結実質赤字額がない場合は、
「害」と表示しています。

（単位：％）

　都市計画税は、都市計画事業や区画整理事業に要する費
用に充てるため、都市計画区域のうち市街化区域内（小金
井市全域）の土地または家屋の所有者に対して市が課税す
る目的税で、平成２６年度は１７億３,９５３万８千円でした。
　その都市計画税は、次の主な事業の一部に充てられまし
た。渇街路事業（都市計画道路３・４・１２号線街路築造工
事費・事業予定地整備工事費・実施設計委託料等）渇公園
事業（貫井けやき公園用地取得費等）渇下水道事業　渇市
街地開発事業（東小金井駅北口土地区画整理事業委託料・
武蔵小金井駅南口第２地区第一種市街地再開発事業補助金
等）渇その他事業（東京たま広域資源循環組合負担金等）
渇地方債償還（街路事業・市街地開発事業・下水道事業
等）

　皆さんから納めていただいた市税１,０００円の使い道は、
次のとおりです。
　渇民生費（子ども・高齢者・障がいのある方などの福
祉のために）４５０円　渇総務費（行政運営のために）１２０
円　渇衛生費（ごみ・し尿処理や健康を守るために）１１０
円　渇教育費（学校・公民館・図書館・体育施設などの
整備のために）９８円　渇公債費（市債の償還・利子の支
払いに）８１円　渇土木費（道路・公園・河川整備のため
に）８０円　渇消防費（火災・災害から守るために）４１円
渇議会費（市議会の運営に）１０円　渇労働費・農林水産
業費・商工費（消費者保護や農業・商業振興のために）
９円　渇その他１円

総務費　81%
35,716円
44,366円

小金井市

民生費　88%
139,485円
159,153円

多摩類似団体平均
（100％）

衛生費　106%
34,134円
32,164円

土木費　65%
24,428円
37,340円

小金井市民１人当たりの額
多摩類似団体平均１人当たりの額

  309,831円  歳出合計　　　　　　＝87%　  356,163円

消防費　96%
12,750円
13,326円

教育費　73%
29,843円
41,061円

公債費　119%
24,974円
20,994円

その他　110%
8,501円
7,759円

［図A］多摩類似団体平均との比較

総務費　86%
35,716円
41,417円

民生費　83%
139,485円
167,858円

小金井市

衛生費　120%
34,134円
28,527円

土木費　72%
24,428円
34,081円

小金井市民１人当たりの額
多摩26市平均１人当たりの額

  309,831円  歳出合計　　　　　　＝87%　  354,519円

消防費　100%
12,750円
12,725円

教育費　74%
29,843円
40,602円

公債費　114%
24,974円
21,951円

その他　116%
8,501円
7,358円

［図B］多摩26市平均との比較

多摩類似団体平均
（100％）

公債費　119%
24,974円
20,994円

補助費等　98%
35,515円
36,168円

小金井市民１人当たりの額
多摩類似団体平均１人当たりの額

 309,831円 歳出合計　　　　　　＝87%　 356,163円

繰出金　87%
33,470円
38,300円

投資的経費　60%
17,873円
29,769円

その他　75%
15,628円
20,848円

扶助費　81%
75,509円
92,983円

人件費　94%
51,591円
54,725円

小金井市

物件費　89%
55,271円
62,376円

多摩26市平均
（100％）

公債費　114%
24,974円
21,951円

補助費等　103%
35,515円
34,461円

繰出金　84%
33,470円
39,908円

投資的経費　51%
17,873円
35,020円

その他　99%
15,628円
15,713円

扶助費　73%
75,509円
102,758円

人件費　98%
51,591円
52,593円

小金井市

物件費　106%
55,271円
52,115円

［図C］多摩類似団体平均との比較

小金井市民１人当たりの額
多摩26市平均１人当たりの額

 309,831円 歳出合計　　　　　　＝87%　 354,519円

［図Ｄ］多摩26市平均との比較

都市計画税　106%
14,783円
13,971円

小金井市民１人当たりの額
多摩類似団体平均１人当たりの額

 176,755円市税合計　　　　　　＝93%　 190,302円

その他　30%
363円
1,226円

法人市民税　59%
7,807円
13,147円

個人市民税　110%
88,597円
80,777円

固定資産税　81%
60,567円
74,854円

小金井市

多摩類似団体平均
（100％）

市たばこ税　73%
4,638円
6,327円

都市計画税　116%
14,783円
12,773円

その他　30%
363円
1,199円

法人市民税　61%
7,807円
12,879円

個人市民税　125%
88,597円
71,071円

固定資産税　91%
60,567円
66,799円

小金井市

多摩26市平均
（100％）

市たばこ税　76%
4,638円
6,128円

［図Ｅ］多摩類似団体平均との比較

小金井市民１人当たりの額
多摩26市平均１人当たりの額

176,755円市税合計 　　　　　 ＝103％　170,849円

多摩26市平均
（100%）

［図Ｆ］多摩26市平均との比較

他市と比較してみると（普通会計−地方財政状況調査による）
市民１人当たりの目的別歳出市民１人当たりの目的別歳出額額 市民１人当たりの性質別歳出市民１人当たりの性質別歳出額額 市民１人当たりの市税市民１人当たりの市税額額

　市民１人当たりの目的別歳出額を類似団体（図Ａ）
や多摩２６市（図Ｂ）と比較すると、本市の衛生費、公
債費およびその他に含まれる議会費、労働費は平均を
上回りました。また、総務費、民生費、土木費および
教育費は前年同様に平均を下回りました。

　市民１人当たりの性質別歳出額を類似団体（図Ｃ）や多摩２６市
（図Ｄ）と比較すると、公債費は、建設事業債および臨時財政対
策債の償還額等の増により、平均を上回りました。また、扶助費、
繰出金は前年度と同様に平均を下回ったのに加え、人件費につい
ては職員数、各種手当の減により、また投資的経費については大
規模工事完成により平均より少なくなりました。

　市民１人当たりの市税額を類似団体（図Ｅ）や多摩
２６市（図Ｆ）と比較すると、本市は個人市民税、都市
計画税が類似団体および多摩２６市の平均より多くなっ
ています。なお、個人市民税は、標準税率を採用して
おり、多摩２６市では同じ税率となっています。　
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平成27年度 上半期の財政状平成27年度　上半期の財政状況況

文化センター等事業債 下水道の建設

小・中学校の建設

27億2,885万円
（9.4％）

93億4,361万4千円
（32.2％）

48億3,063万3千円
（16.6％）

減税補てん債、一般土木事業、
福祉施設の建設事業等

市債現在高290億4,553万5千円
（ ）内は、市債総額に対する比率

16億1,898万5千円
（5.6％）

15億7,585万6千円
（5.4％）

市民１人当たり
246,460円

89億4,759万7千円
（30.8％）

株　券

336,694.30㎡ 169,434.33㎡

6億3,167万円

6,318万4千円 18億6,574万1千円

62億5,577万5千円
環境基金など

その他
（9.3％）

20億5,238万円
36億1,409万4千円

＝56.5％

市　税
（51.8％）

117億2,151万7千円
201億2,644万円
＝58.2％

国庫支出金
（15.6％）

24億9,909万8千円
60億6,913万7千円

＝41.2％

都支出金
（13.5％）

12億9,044万9千円
52億5,511万6千円

＝24.6％

地方消費税交付金
（6.2％）

15億174万1千円
24億100万円
＝62.5％

使用料及び手数料
（2.3％）

4億3,857万6千円
8億7,284万3千円
＝50.2％

市債
（1.2％）
0円

4億6,290万円
＝0.0％

地方特例交付金
（0.1％）
5,815万7千円
5,500万円
＝105.7％

民生費
（44.8％）

76億9,220万6千円
174億1,728万6千円

＝44.2％

歳出総額
152億7,690万3千円
388億5,653万円
＝39.3％

衛生費
（10.9％）

15億7,810万1千円
42億3,782万3千円

＝37.2％
総務費
（11.2％）
15億2,152万円
43億3,926万7千円

＝35.1％

土木費
（11.0％）
9億94万3千円
42億5,574万9千円

＝21.2％

教育費
（8.4％）

14億3,845万9千円
32億8,218万6千円

＝43.8％

公債費
（7.1％）

9億3,238万9千円
27億4,790万9千円

＝33.9％

消防費
（4.4％）

7億7,361万8千円
17億1,595万6千円

＝45.1％

その他
（2.2％）

4億3,966万7千円
8億6,035万4千円
＝51.1％

歳入予算額
（  ）内は、歳入予算総額に対する比率
 　  収入済額  　　　　　　＝収入率 　  予算現額

歳入総額
195億6,191万8千円
388億5,653万円
＝50.3％

［図 A］一般会計執行状況〈歳入〉

［図B］一般会計執行状況〈歳出〉
歳出総額
（  ）内は、歳出予算総額に対する比率
　   支出済額　  　　　　　＝執行率 　  予算現額

　市の財政は、皆さんから納めていただいた税金や国・都からの
補助金などで賄われています。これらがどの仕事に使われている
かを、平成２７年度上半期（４月１日〜９月３０日）における予算の
執行状況を通してお知らせします。
問合先　財政課財政係（☎０４２−３８７−９８０２）

　今年の９月３０日現在における予算額は、一般会計
と特別会計を合わせて総額６３０億６,２１２万６千円とな
っています。これは当初予算６１４億６,６７７万３千円
（繰越事業費繰越財源充当額１億４,５７５万円を含む）
に、補正予算額１５億９,５３５万３千円を加えたもので
す。前年同期と比べ７.３％の増となりました。
 

　道路や学校、集会施設等の公共施設の建設や改
修、少年自然の家（清里山荘）・総合体育館の運営や
委託、社会福祉、消防、ごみ処理など、市が行う事
業の大部分を賄う一般会計は、３８８億５,６５３万円で前
年同期と比較すると、６.２％の増となっています。
　主な財源である市税の収入率は５８.２％で前年同期
と比較すると０.７ポイントの増となっています。ま
た、一般会計全体の収入率は、５０.３％で前年同期と
の比較では同率となっています。
　上半期の執行状況の内訳は、図Ａおよび図Ｂのと
おりです。
 

　各特別会計は、前年同期と比べ国民健康保険は
１８.２％、介護保険は０.６％、後期高齢者医療は２.０％、
それぞれ増となり、下水道事業は０.７％の減となっ
ています。執行状況は左下表のとおりです。
 

　福祉施設の建設、都市計画道路整備、公園整備、
小・中学校の改修、下水道事業には、多額の資金を
必要としますが、この資金の一部を国や都・銀行な
どから長期にわたって借り受け、事業に充てていま
す。このような市の長期借入金のことを、市債とい
います。
　市債の目的別内訳は図Ｃのとおりです。現在の市
債の総額は、２９０億４,５５３万５千円で前年同期と比
べ、７.５％の減となりました。
 

　市が保有し管理している財産には、市役所の庁舎
をはじめ、学校や集会施設などの建物や土地、その
他の物品、基金などがあります。（図Ｄ）
　市有財産の総額は、８５２億２,０７３万３千円で、前年
同期と比較すると１.９％の増となっています。

一 般 会 計

特 別 会 計

市　 債

市 有 財 産

予算の執行状況

特別会計執行状況

支出済額収入済額予算現額区　分 執行率（％）収入率（％）
３９.５４,９８８,１２８４２.８５,３９８,６８１１２,６１６,９４５国民健康保険
２９.９４５５,０４２４３.７６６４,９４２１,５２２,６５８下 水 道 事 業
３８.７２,９３９,０４６４２.５３,２２９,９６４７,５９６,５４２介 護 保 険
３１.７７８３,３３２４５.５１,１２２,８３９２,４６９,４５１後期高齢者医療

（単位：千円）

掲載を希望する団体は、後援申請を行った担当
課に記載方法・締切日などを確認してください。

 

■武蔵野文学に登場する樹木を巡るガイ
ドウォーク　１２月５日（土）午後１時～
２時３０分／都立武蔵野公園／中学生以上
／２０人／蜂須賀公之さん（森林インスト
ラクター）、佐藤眞一さん（元・都立武
蔵野公園所長）／５００円（資料代等）／
申し込みは、同公園サービスセンター
（☎０４２－３６１－６８６１）へ。
■冬季・野川生きもの観察会　１月１７日
（日）午前１０時～正午／都立野川公園自
然観察センター前／湧水を活用して作っ
た小川の生きもの観察と補修体験／４０人
（多数抽選）／一般１００円、中学生以下無

料／小学校３年生以下は保護者同伴／１２
月１８日（必着）までに、郵送またはファ
クスで東京都北多摩南部建設事務所（〒
１８３－０００６府中市緑町１－２７－１☎０４２－
３３０－１８４５ ０４２－３６９－３８９０）へ。
■検察審査会をご存じですか　交通事
故、詐欺等の被害に遭った際、検察官が
その事件に対して行った処分が正しかっ
たかどうかを審査する機関が検察審査会
です。検察審査会では、１１人の審査員が
審査を行います。審査員は選挙権がある
方の中からくじで選ばれますので、審査
員に選ばれたときはご協力をお願いしま
す。／立川検察審査会事務局（☎０４２－
８４５－０２９２）

FAX

このコーナーでは、市民グループなどの催し物等を紹介します。事業の実施内容に
市および教育委員会は携わっていませんので、ご不明な点は、主催者にお問い合わ
せください。（掲載内容についての責任は主催者側に負っていただきます）

 

●小金井雑学大学　①忠臣蔵の真相その
４討ち入り＝１２月６日（日）。吉田豊さん
（工学博士）②フォークソングを楽しも
う＝１２月２０日（日）／いずれも午後２時～
４時／市民会館・萌え木ホールＡ会議室
／１００円（資料代）／当日直接会場へ。／
田中（☎０８０－５６４５－１４７７）
●ミニこがねい２０１５　１２月１２日（土）
午前１１時～午後３時、１３日（日）午前１０
時～午後３時（入場は２時まで）／公民
館貫井北分館／子どもが作る「こどもの
まち」で、働いて稼いで買い物やゲーム
ができる遊びのまち／小学生～高校生世
代／５００円（１日分）／必要な人はお弁当
などを持参してください。／当日直接会
場へ。／ＮＰＯ法人こがねい子ども遊パ
ーク・松下（☎０９０－３８０５－１３２１）
●東京学芸大学管弦楽団・第５０回定期
演奏会　１２月１３日（日）午後２時３０分開
演（２時開場）／川口総合文化センター

リリアメインホール（ＪＲ京浜東北線川
口駅徒歩１分）／指揮＝広井隆、曲目＝
ベルリオーズ幻想交響曲ほか／７００円
（当日券）、小学生以下と６０歳以上は無
料／無料チケットは要事前申込／同団・
川口（☎０８０－４１７６－８５０９）
●みんなで歌おう青春歌の広場　１２月２１
日（月）午後２時開演（１時３０分開場）
／小金井　宮地楽器ホール大ホール／日
本の抒情歌や世界の愛唱歌を歌います。
／ピアノ伴奏と指導＝清水智子／７００円。
チケット販売は同ホールチケットデスク
で。／杉本（☎０８０－１３２３－９９４０）
 

●第２０回少年少女フットサル大会　１２
月１９日（土）、２０日（日）午前９時から／総
合体育館／市内在住・在学の小学生／部
門別／１チーム３,５００円（加盟団体は
２,０００円）／申し込みは１２月５日まで。詳
しくは要項（総合体育館で配布）で。／市
サッカー協会・松田（☎０８０－５５４０－５０８９）

●歩きませんか平右衛門橋を渡って向台
公園へ　１２月２０日（日）雨天実施／①貫
井大橋午前８時②市役所本庁舎８時１５分
③ＪＲ東小金井駅南口８時１５分集合～１１
時３０分ごろ西武新宿線田無駅南口解散
（距離約７.５ｋｍ）／２００円／水筒持参／
当日直接各集合場所へ。／市ウオーキン
グ協会・浜薗（☎０４２－３８１－２２００）
●スキー・スノーボードツアー　１月８

日（金）午後６時集合～１１日（祝）午後７
時ごろ帰着（２.５泊）／菅平高原スキー場
／ＳＡＪ公認スキー教室、バッジテスト
／５０人／一般３２,５００円、小学生２５,５００円、
レンタルスキー・スノーボード３,０００円
（全日程分）／家族割引あり／１２月２５日
までに、スキー＆スノーボードクラブ・
石山（☎０９０－２７６４－０６０５）へ。



27・12・111
学
び
・
く
ら
し

外国籍 外  国  籍 のの
がい こく せがい こく せきき

方向け 方  向 け
かた むかた む

うどん打ち体験会・懇親会うどん 打 ち 体  験  会 ・ 懇  親  会 
う たい けん かい こん しん かう たい けん かい こん しん かいい

　うどん 打 ち
う

 体 
たい

 験  会 、 市  内 の 国  際  交  流  団  体 のみなさんとの 懇  親  会 です。
けん かい し ない こく さい こう りゅう だん たい こん しん かい

　 日  本 ・ 小金井 の 食  文  化 を 味 わいながらの 交  流 の 場 です。
に ほん こ　が　ね　い しょく ぶん か あじ こう りゅう ば

と　き　１ 月 ３０ 日 （ 土 ） 午  後 １ 時 ～４ 時 （０ 時 ３０ 分  開  場 ）
がつ にち どようび ご ご じ じ じ ぷん かい じょう

ところ　 公  民  館  緑  分  館  家  事  実  習  室 
こう みん かん みどり ぶん かん か じ じっ しゅう しつ

 指 　 導 
し どう

　 日  清  製  粉 グループフラワー 手 づくり 教  室 
にっ しん せい ふん て きょう しつ

 対 　 象 
たい しょう

　 外  国  籍 の 方 
がい こく せき かた

 定 　 員 　２５
てい いん

 人 
にん

その 他 
た

　 宗  教  上 の 理  由  等 で 食 べられない 食  材 がある 方 は、 申 し 込 みのと
しゅう きょう じょう り ゆう など た しょく ざい かた もう こ

きにご 相  談 ください。
そう だん

 申 　 込 
もうし こみ

　 電  話 
でん わ

、ファクス、Ｅメールまたは 直  接 、
ちょく せつ

 氏  名 ・ 年  齢 ・ 電  話  番 
し めい ねん れい でん わ ばん

 号 ・ 国  籍 を、コミュニティ 文  化  課  文  化  推  進  係 （
ごう こく せき ぶん か か ぶん か すい しん がかり

 市  役  所  第  二  庁  舎 ４ 階 ☎
し やく しょ だい に ちょう しゃ かい

０４２−３８７−９９２３ ０４２−３８８−１３２３死s030299@koganei-shi.jp）へ。FAX

 国  際  交  流  事  業 
こく さい こう りゅう じ ぎょう

　

ゴ
ス
ペ
ル
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

参
加
者
に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
。
ゴ

ス
ペ
ル
・
ソ
ン
グ
や
ク
リ
ス
マ

ス
・
ソ
ン
グ
な
ど
を
歌
い
ま
す
。

と　

き　
　

月　

日
（
日
）
午
後

１２

２０

０
時　

分
～
０
時　

分
、
５
時　

１５

４５

１５

分
～
５
時　

分
４５

と
こ
ろ　

同
ホ
ー
ル
小
ホ
ー
ル

出　

演　

こ
が
ね
い
ゴ
ス
ペ
ル
・

ク
ワ
イ
ア
２
０
１
５

定　

員　

各
回　

人
（
当
日
先
着

１００

順
）

問
合
先　

同
ホ
ー
ル
（
☎　

儿　
０４２

３８０

儿
８
０
７
７
）

 
〈
小
金
井
で「
み
ん
な
の 

学
校
」を
つ
く
っ
て 

い
く
に
は
？
〉

　

す
べ
て
の
子
ど
も
に
居
場
所
の

あ
る
学
校
づ
く
り
に
つ
い
て
考
え

ま
す
。

と　

き　
　

月　

日
、
１
月　

１２

１２

３０

日
、
２
月　

日
、
い
ず
れ
も
土
曜

２７

日
午
後
２
時
～
４
時
（
全
３
回
）

と
こ
ろ　

公
民
館
本
館
学
習
室

Ａ
・
Ｂ

テ
ー
マ　

▽
教
室
か
ら
考
え
る

「
み
ん
な
の
学
校
」
▽
イ
ン
ク
ル

ー
シ
ブ
教
育
っ
て
な
あ
に
？　

▽

「
み
ん
な
の
学
校
」
今
、
私
た
ち

に
出
来
る
こ
と

講　

師　

名
谷
和
子
さ
ん
（
公
立

小
学
校
教
諭
）
、
野
口
晃
菜
さ
ん

（
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
研
究

者
）
、
高
橋
智
さ
ん
（
東
京
学
芸

市
民
が
つ
く
る
自
主
講
座

  　

テ
ニ
ス
経
験
者
の
小
学
生
の
レ

ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
り
ま
す
。

と　

き　

１
月　

日
（
土
）
午
後

１６

２
時
～
５
時

と
こ
ろ　

総
合
体
育
館
大
体
育
室

対　

象　

市
内
在
住
・
在
学
の
小

学
生

指　

導　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
レ
ッ
ツ

定　

員　
　

人
（
多
数
抽
選
）

１６０

ス

ポ

ー

ツ

キ
ッ
ズ
テ
ニ
ス

パ
ワ
ー
ア
ッ
プ

ビ
ー

演　

奏　

東
京
学
芸
大
学
学
生

曲　

目　

く
る
み
割
り
人
形
、
ジ

ン
グ
ル
ベ
ル
な
ど

申
込
方
法　

当
日
直
接
会
場
へ
。

問
合
先　

公
民
館
貫
井
北
分
館

（
☎　

儿　

儿
３
４
０
１
）

０４２

３８５

 　

公
民
館
貫
井
北
分
館
で
開
催
す

る
講
座
の
保
育
（
有
償
）
を
担
当

す
る
「
き
た
ま
ち
保
育
サ
ポ
ー
タ

ー
」
に
な
る
た
め
の
講
座
で
す
。

と　

き　

１
月　

日
～
２
月　

日

２０

２４

の
毎
週
水
曜
日
午
前　

時
～
正
午

１０

（
全
６
回
）

と
こ
ろ　

公
民
館
貫
井
北
分
館
学

習
室
Ｃ
・
Ｄ

テ
ー
マ
・
講
師

▽　

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
と
子

ど
も
の
理
解
な
ど
＝
福
元
真
由

美
さ
ん
（
東
京
学
芸
大
学
准
教

授
）

▽　

子
ど
も
の
病
気
と
事
故
の
対

応
＝
小
金
井
消
防
署
署
員

▽　

預
か
る
こ
と
、
預
け
る
こ

と
、
預
け
ら
れ
る
こ
と
＝
秋
貞

由
美
子
さ
ん
（
ル
ー
テ
ル
学
院

大
学
専
任
講
師
）

▽　

心
の
発
達
と
保
育
者
の
か
か

わ
り
＝
高
城
絵
里
子
さ
ん
（
ル

ー
テ
ル
学
院
大
学
専
任
講
師
）

▽　

子
ど
も
の
遊
び
＝
真
木
千
壽

子
さ
ん
（
学
芸
の
森
保
育
園
園

長
）

▽　

お
茶
と
お
菓
子
で
交
流
会
＝

女
性
労
働
協
会
認
定
講
師

対　

象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の　

歳
以
上
の
方
（
子
育
て
経

２０

験
の
な
い
方
、
男
性
、
子
育
て
が

終
わ
っ
た
方
も
歓
迎
）

定　

員　
　

人
（
申
込
順
）

２０

参
加
費　
　

円
（
茶
菓
代
）

３００

そ
の
他　

保
育
あ
り
（
２
歳
以

上
。
要
事
前
申
込
）

申　

込　
　

月
２
日
か
ら
、
電
話

１２

ま
た
は
直
接
、
公
民
館
貫
井
北
分

館
（
☎　

儿　

儿
３
４
０
１
）へ
。

０４２

３８５

男
女
共
同
参
画
講
座

き
た
ま
ち
保
育

サ
ポ
ー
タ
ー
講
座

 　

読
み
聞
か
せ
の
意
義
や
効
果
、

声
の
表
現
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

と　

き　

１
月　

日
～
３
月　

日

２８

１０

の
木
曜
日
午
前　

時
～
正
午
（
全

１０

６
回
）

と
こ
ろ　

公
民
館
貫
井
北
分
館

講　

師　

青
山
貴
子
さ
ん
（
山
梨

学
院
大
学
准
教
授
）
、
山
崎
美
和

さ
ん
（
フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ

ー
）
、
太
田
祐
美
さ
ん
（
こ
ど
も

論
語
塾
講
師
）
、
東
京
学
芸
大
学

附
属
図
書
館
員
ほ
か

対　

象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
保
護
者
の
方

定　

員　
　

人
（
多
数
抽
選
）

２０

そ
の
他　

保
育
あ
り
（
２
歳
以

上
。　

人
。
要
事
前
申
込
）

１０

費　

用　
　

円
（
菓
子
代
）

１５０

申　

込　
　

月　

日
（
必
着
）
ま

１２

１６

で
に
、
往
復
は
が
き
に
、
住
所
・

氏
名
（
ふ
り
が
な
）・
年
齢
・
性

別
・
電
話
番
号
・
Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド

レ
ス
、
保
育
希
望
の
場
合
は
保
育

人
数
・
年
齢
を
公
民
館
貫
井
北
分

館
「
子
育
て
支
援
講
座
係
」
（
〒

　

儿
０
０
１
５
貫
井
北
町
１
儿　

１８４

１１

儿　

☎　

儿　

儿
３
４
０
１
）へ
。

１２

０４２

３８５

 　

ご
家
族
だ
け
で
悩
ま
ず
に
、
地

域
の
方
や
専
門
家
と
交
流
し
ま
せ

ん
か
。
今
回
は
介
護
に
つ
い
て
探

求
す
る
「
介
護
哲
学
カ
フ
ェ
」
も

開
催
し
ま
す
。

と　

き　
　

月　

日
（
木
）
午
前

１２

１７

　

時　

分
～
午
後
２
時

１０

３０

と
こ
ろ　

公
民
館
貫
井
北
分
館

参
加
費　
　

円
（
お
茶
代
）

１００

そ
の
他　

当
日
参
加
も
可
能
で

す
。

申　

込　
　

月　

日
ま
で
に
、
電

１２

１６

話
、
Ｅ
メ
ー
ル
ま
た
は
直
接
、
公

民
館
貫
井
北
分
館
（
☎　

儿　

儿

０４２

３８５

３
４
０
１
死k0

2
0
4
1
5
@
b
z0
4

.p
lala.o

r.jp

）
へ
。

成
人
学
校

子
育
て
支
援
講
座

は
じ
め
て
の

読
み
聞
か
せ
講
座

認
知
症
カ
フ
ェ
ぬ
く
い
き
た

 
と　

き　
　

月　

日
（
木
）
午
前

１２

１７

　

時
～　

時　

分

１０

１１

３０

と
こ
ろ　

上
之
原
会
館

主　

催　

市
消
費
者
団
体
連
絡
協

議
会

問
合
先　

経
済
課
消
費
生
活
係

（
☎　

儿　

儿
９
８
３
１
）

０４２

３８７

  
〈
図
書
館
本
館
〉

と　

き　
　

月　

日
（
水
）
午
後

１２

１６

２
時
～
２
時　

分
、
３
時　

分
～

４０

３０

４
時　

分
１０

と
こ
ろ　

図
書
館
本
館
地
階
集
会

室内　

容　

人
形
劇
「
ヘ
ン
ゼ
ル
と

グ
レ
ー
テ
ル
」
、
大
型
絵
本
の
読

み
聞
か
せ
な
ど

対　

象　

１
歳
～
小
学
生

定　

員　

各
回　

人
（
当
日
先
着

５０

順
）

問
合
先　

図
書
館
本
館
（
☎　

儿
０４２

　

儿
１
１
３
８
）

３８３〈
図
書
館
東
分
室
〉

と　

き　
　

月　

日
（
金
）
午
前

１２

１８

　

時
～　

時　

分

１１

１１

３０

と
こ
ろ　

公
民
館
東
分
館
和
室

内　

容　

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、

わ
ら
べ
う
た
な
ど

対　

象　

０
～
２
歳
児
と
保
護
者

定　

員　
　

組
（
申
込
順
）

２０

申　

込　
　

月
２
日
午
前
９
時
か

１２

ら
、
電
話
ま
た
は
直
接
、
図
書
館

東
分
室
（
☎　

儿　

儿
４
５
５

０４２

３８３

０
）
へ
。

〈
図
書
館
貫
井
北
分
室
〉

と　

き　
　

月　

日
（
土
）
午
前

１２

１９

　

時
～
正
午
（
受
け
付
け
は　

時

１０

１１

　

分
ま
で
）

３０と
こ
ろ　

公
民
館
貫
井
北
分
館

内　

容　

キ
ャ
ン
デ
ィ
レ
イ
作

リ
サ
イ
ク
ル
バ
ザ
ー

お
も
ち
ゃ
の
病
院
と

食
器
リ
サ
イ
ク
ル

子

ど

も

図
書
館
お
た
の
し
み
会

り
、
工
作
、
絵
本
の
読
み
聞
か
せ

対　

象　

４
歳
～
小
学
校
２
年
生

程
度

申
込
方
法　

当
日
直
接
会
場
へ
。

問
合
先　

図
書
館
貫
井
北
分
室

（
☎　

儿　

儿
３
５
６
１
）

０４２

３８５

 
〈
図
書
館
貫
井
北
分
室
〉

と　

き　
　

月　

日
（
土
）
、　

１２

１２

２６

日
（
土
）
午
前　

時　

分
か
ら

１０

３０

（　

分
～　

分
程
度
）

３０

４０

と
こ
ろ　

図
書
館
貫
井
北
分
室
お

話
し
室

対　

象　

４
歳
～
小
学
校
２
年
生

程
度

申
込
方
法　

当
日
直
接
会
場
へ
。

問
合
先　

図
書
館
貫
井
北
分
室

（
☎　

儿　

儿
３
５
６
１
）

０４２

３８５

〈
図
書
館
緑
分
室
〉

と　

き　
　

月　

日
（
土
）
午
前

１２

１９

　

時　

分
～　

時　

分

１０

３０

１１

３０

と
こ
ろ　

公
民
館
緑
分
館
視
聴
覚

室内　

容　

パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
「
三

枚
の
お
ふ
だ
」
、
絵
本
「
サ
ン
タ

ク
ロ
ー
ス
の
お
て
つ
だ
い
」
ほ
か

対　

象　

３
歳
～
小
学
生

協　

力　

お
は
な
し
広
場

申
込
方
法　

当
日
直
接
会
場
へ
。

問
合
先　

図
書
館
緑
分
室
（
☎　
０４２

儿　

儿
７
３
０
２
）

３８７

 
と　

き　
　

月　

日
（
土
）
午
前

１２

１９

　

時
～
正
午

１０と
こ
ろ　

東
小
学
校
図
工
室

講　

師　

ふ
く
ろ
う
の
会
学
習
ア

ド
バ
イ
ザ
ー

対　

象　

小
学
校
３
年
生
～
中
学

生
（
小
学
校
３
年
生
は
保
護
者
の

送
迎
が
必
要
で
す
）

定　

員　
　

人
（
申
込
順
）

１０

申　

込　
　

月
１
日
か
ら
、
電
話

１２

で
生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係
（
☎

　

儿　

儿
９
８
７
９
）
へ
。

０４２

３８７
お
は
な
し
会

放
課
後
子
ど
も
教
室

ふ
く
ろ
う
の
工
作
教
室

手
芸
教
室

申　

込　
　

月　

日
（
必
着
）
ま

１２

１５

で
に
、
往
復
は
が
き
ま
た
は
市
体

育
協
会
申
込
専
用
フ
ォ
ー
ム
で
、

住
所
・
氏
名
（
ふ
り
が
な
）・
年

齢
・
性
別
・
電
話
番
号
を
明
記

し
、
体
育
協
会
「
キ
ッ
ズ
テ
ニ
ス

係
」
（
〒　

儿
０
０
０
１
関
野
町

１８４

１
儿　

儿
１
総
合
体
育
館
内h

ttp

１３

://ko
ga
n
ei-sp

o
rts.o

r.jp
/ki

d
s-ten

n
is

☎　

儿　

儿
４
０
０

０４２

３８４

１
）
へ
。

※　

こ
の
事
業
は
、
市
の
委
託
事

業
で
す
。

大
学
教
授
）

定　

員　
　

人
（
申
込
順
）

４０

そ
の
他　

保
育
あ
り
（
２
歳
以

上
。
５
人
。
要
事
前
申
込
）

企　

画　
「
み
ん
な
の
学
校
」小
金

井
上
映
実
行
委
員
会

申
込
方
法　
　

月
２
日
か
ら
、
電

１２

話
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
磯
辺
（
☎

　

儿
６
４
６
０
儿
０
５
３
１
死m
０７０

in
n
an
o
gakko

.ko
gan
ei@
gm

ail.co
m

）
へ
。

〈
子
育
て
と
活
動
と 

ち
ょ
っ
と
お
仕
事
の
話
〉

　

子
育
て
、
地
域
活
動
、
仕
事
な

ど
に
つ
い
て
、
身
近
な
方
の
暮
ら

し
ぶ
り
を
聴
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

と　

き　
　

月　

日
、
１
月　

１２

１８

２２

日
、　

日
、
い
ず
れ
も
金
曜
日
午

２９

前　

時
～
正
午
（
全
３
回
）

１０
と
こ
ろ　

公
民
館
本
館
学
習
室

講　

師　

横
須
賀
雪
枝
さ
ん
（
児

童
書
読
み
聞
か
せ
グ
ル
ー
プ
会

員
）
、
柳
井
美
紀
さ
ん
（
「
み
ん

な
の
学
校
」
小
金
井
上
映
実
行
委

員
会
共
同
代
表
）
、
鈴
木
佳
子
さ

ん
（
子
育
て
冊
子
編
集
部
ス
タ
ッ

フ
）

定　

員　
　

人
（
申
込
順
）

２５

そ
の
他　

保
育
あ
り
（
要
事
前
申

込
）

申
込
方
法　
　

月
２
日
か
ら
、
さ

１２

ん
か
く
会
・
佐
藤
（
☎　

儿
６
０

０９０

１
４
儿
３
５
６
６
）
へ
。

們
們
◇
共　

通
◇
們
們

問
合
先　

公
民
館
本
館
（
☎　

儿
０４２

　

儿
１
１
８
４
）

３８３
 　

ア
カ
ペ
ラ
、
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ベ

ル
、
ト
ー
ン
チ
ャ
イ
ム
な
ど
の
音

色
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

と　

き　
　

月　

日
（
水
）
午
後

１２

１６

５
時
～
５
時　

分
２０

と
こ
ろ　

図
書
館
貫
井
北
分
室
ロ

ウ
ィ
ン
タ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

　父と子の和解の物語。ただ本当の事を
知りたいだけなのに、自分の人生につい
て空想ばかり語る父親に嫌気がさしてい
る息子。しかし、ある日１通のはがきを
見つけ、空想の中に真実が隠されていた
と知る…。
と　き　１２月１９日（土）午前１０時３０分か
ら、午後３時３０分から（いずれも３０分前
開場）
ところ　公民館貫井北分館学習室Ａ・Ｂ
定　員　各回７０人（当日先着順）
問合先　公民館本館（☎０４２−３８３−１１８４）

「ビッグフィッシュ」
第508回市民映画会

（ ）2003年
ティム・バートン監督

125分

小
金
井

宮
地
楽
器
ホ
ー

小
金
井　

宮
地
楽
器
ホ
ー
ルル

（（
小
金
井
市
民
交
流
セ
ン
タ

小
金
井
市
民
交
流
セ
ン
タ
ーー
））

ゴ
ス
ペ

ゴ
ス
ペ
ルル
・・

ミミ
ニニ
・・
コ
ン
サ
ー

コ
ン
サ
ー
トト
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東
京
都
・
母
と
子
の
健
康
相
談
室

受
付
時
間　

▽
平
日
＝
午
後
５
時
〜

　

時　

▽
休
日
（
土
曜
・
日
曜
・
祝

１０日
）
＝
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　

☎
＃
８
０
０
０
＝
プ
ッ
シ
ュ
回
線

の
固
定
電
話
、
携
帯
電
話

　

☎　

儿
５
２
８
５
儿
８
８
９
８

０３

　

時
間
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス

２４▽
東
京
消
防
庁
救
急
相
談
セ
ン
タ
ー

　

☎
＃
７
１
１
９
＝
プ
ッ
シ
ュ
回
線

の
固
定
電
話
、
携
帯
電
話

　

☎　

儿　

儿
２
３
２
３

０４２

５２１

▽
東
京
都
保
健
医
療
情
報
セ
ン
タ
ー
・

　

医
療
機
関
案
内
ひ
ま
わ
り

　

☎　

儿
５
２
７
２
儿
０
３
０
３

０３

　

聴
覚
障
害
者
向
け
専
用 
　

儿
５

０３

２
８
５
儿
８
０
８
０

FAX

小
児
救
急（
３
６
５
日　

時
間
）

２４

▽
武
蔵
野
赤
十
字
病
院

　

武
蔵
野
市
境
南
町
１
儿　

儿
１

２６

　

☎
０
４
２
２
儿　

儿
３
１
１
１

３２

　

月
６
日（
日
）

１２

　

月　

日（
日
）

１２

１３

この休日診療は、小
金井市医師会、小金
井歯科医師会、薬剤
師会の協力で実施し
ています。

!

#

"

$

%%%%%%

%%%%%%

&
&
&
&
&

&
&
&
&
&

受付時間：午前９時〜正午、午後１時〜５時
　　　　　準夜→午後５時３０分〜９時
※　電話で確認のうえ、受診してください。

●印は病医院所在地
○内は診療科目

診療時間：午前９時〜正午、
　　　　　午後１時〜５時

《 準　夜 》
診療は、午後６時から

午前９時〜正午
午後１時〜５時

薬を処方された場合は、各
医療機関受付にお問い合わ
せください。

桜 

町 

病 

院
内
小

桜町1―2―20
☎042―383―4111

至武蔵小金井駅北口
桜町病院前

マ
ン
シ
ョ
ン
修
道
院

修
道
院

修
道
院

玉川上水
五日市街道

小
金
井
街
道

 
稲垣薬局桜町店

（ ）桜町1－8－5
☎042－380－5838

 
ココカラファイン薬局小金井店

（ ）本町1－8－14
☎042－386－2580

 
にじいろ薬局

（ ）梶野町5－9－9クレール1F
☎042－316－3795

 
まえはら調剤薬局

（ ）前原町3－2－25
☎042－401－7887

 
ミネ調剤薬局東小金井店
（ ）東町4－37－27

☎042－401－1852

 
グリーンベル薬局

（ ）本町5－11－7
☎042－386－8522

% %%%%%%%%%%

% %%%%%%%%%%

% %%%%%%%%%%

% %%%%%%%%%%

中町2―1―35
マ・メゾン21―1Ｆ
☎042―386―3386

石
川
ク
リ
ニッ
ク

内
消
外 西武

多摩川線

交番ガソリン
スタンド

新小金井駅

連雀通り

本町1―9―17
☎042―383―5511

小
金
井
太
陽
病
院

外
内
南口

武蔵小金井駅

農工大通り前原坂上
交差点

小
金
井
街
道

嶋
田
眼
科
医
院

眼

東町4―16―30
☎042―385―1156

連雀通り
交
番

至東小金井駅南口
農工大通り

農協支店 新
小
金
井
駅
西
武
多
摩
川
線

西
武
多
摩
川
線

西
武
多
摩
川
線

本町1―13―13
☎042―381―2080

佐
藤
ク
リ
ニッ
ク

内
小
皮
ア

武蔵小金井駅

南口

農工大通り

小
金
井
街
道

け
や
き
通
り
歯
科 本町5―16―15

第1葵コーポ102
☎042―381―2667

西友

駐車場

楽器店
けやき通り

小
金
井
街
道

え
ん
ど
う
小
児
科

小

梶野町4―2―32
MAC東小金井コート103
☎0422―56―7211

北大通り
三小

梶野町
交差点
交番北口

東小金井駅

前
原
診
療
所

内
小
循

前原町3―17―1
☎042―381―1702

至武蔵小金井駅南口至武蔵小金井駅南口至武蔵小金井駅南口

小
金
井
街
道
霊
園
通
り

前原坂上
交差点

前原坂下
交差点

東
小
金
井
さ
く
ら
ク
リ
ニッ
ク

東町4―37―26
☎042―382―3888

農協
支店

至東小金井駅南口至東小金井駅南口至東小金井駅南口

農工大通り

内

ア

消
内

呼
内

循
内
漢
内 本町5―10―17

高杉ビル1F
☎042―380―8087

西
野
耳
鼻
咽
喉
科
耳
ア

印章店

北口

武蔵小金井駅

小
金
井
街
道

科
内
器
吸
呼
い
ね
が
こ
新
呼
ア
内
小

東町4―8―13 登川ビル１階
☎042―380―9080

交番

東小

線
川
摩
多
武
西

金
小
新

駅
井

農工大通り

貫井南町4―4―2
☎042―384―6589

西
の
久
保
歯
科

東八道路

西の久保通り
ストア 池

の
上
通
り

休休休休休休休休休休休休休休休休休休休休休日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯科科科科科科科科科科科科科科科科科科科科科診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診休日歯科診療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療休休休休休休休休休休休休休休休休休休休休休 日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日 診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診休 日 診 療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療 薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局

　「市報こがねい」に掲載する広告を募集し
ます。申込方法等詳しくは募集案内をご覧
ください。
広告掲載号　平成２８年２月１５日号、３月１
日号
広告掲載料　８０,０００円または４０,０００円
募集案内配布　１月６日（水）までの午前
８時３０分～正午、午後１時～５時（土曜・
日曜・祝日・年末年始を除く）に、広報秘
書課広報係で配布しているほか、市ホーム
ページからダウンロードできます。
申　込　１月６日までに、直接、申込書に
必要事項を明記し、必要書類を添えて、広
報秘書課広報係（市役所本庁舎２階☎０４２
−３８７−９８０３）へ。

%
%

%
%
%
%

　年末年始は排出量が大幅に増えます。処理量が集
中するのを防ぐため、年末年始のごみ・資源物の収
集日を、ごみ・リサイクルカレンダーでお早めにご
確認ください。また、詳細は市報１２月１５日号ごみ減
量・リサイクル特集で掲載します。

※　粗大ごみの年内処理の申込日は１２月２１日（月）で
す。２２日（火）～２８日（月）に申し込んだ場合は、年
明けの回収になります。
問合先　ごみ対策課清掃係　（☎０４２−３８７−９８３５）

%
%

%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%

　新しく成人になった皆さんをお祝いするため、成人の日
記念行事を開催します。
　対象の方には案内状を郵送していますが、届いていない
方はご連絡ください。皆さんの参加をお待ちしています。
と　き　１月１１日（祝）午前１１時開会（受け付けは１０時３０
分～１０時５５分）
ところ　小金井　宮地楽器ホール（小金井市民交流センタ
ー）
内　容　渇式典＝祝辞、おはやし（貫井囃子保存会）渇抽
選会ほか
※　手話通訳、着付け直しコーナーがあります。
対　象　平成７年４月２日～８年４月１日に生まれ、小金
井市に住民登録をしている方
その他　渇会場の都合上、入場順に大ホール、小ホールへ
と順番に座席を指定してご案内します。（小ホール会場で

は、スクリーンを通して檀上をご覧いただきます）渇車い
す席、手話通訳が必要な方は事前にご連絡ください。渇駐
車場はありません。渇会場内および周辺での飲食、喫煙は
できません。渇小金井市に住民登録をしていない方は、受
付時間終了後、会場に空きがあった場合のみ参加できま
す。渇当日出席できない方には記念品をお渡ししますの
で、１月１２日～２９日（正午～午後１時、土曜・日曜日を除
く）に案内状を持参し生涯学習課（市役所第二庁舎７階）
へお越しください。
共　催　成人の日記念行事実行委員会ほか
問合先　生涯学習課生涯学習係（☎０４２−３８７−９８７９）
※　成人の日記念行事は、同ホール全館を使用して実施す
るため、一般の方は、当日午後５時まで入館ができませ
ん。皆さんのご理解をお願いします。

12月４日（金）〜10日（木）

　人権週間は、世界人権宣言が国際連合で採択されたことを記念して制定された
ものです。市では、人権週間にちなみ、人権に関する意識を向上させることを目
的に、さまざまな行事や催しを実施します。
　私たちの身の回りには、まだ差別や中傷などの人権侵害にかかわる問題がある
のも事実です。この人権週間をきっかけに、人権について考えてみましょう。
問合先　広報秘書課広聴係（市役所第二庁舎１階☎０４２栗３８７栗９８１８）

人権週間
みんなで築こう　人権の世紀　考えよう
相手の気持ち　育てよう　思いやりの心
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と　き　１２月５日（土）午後２時～４時
ところ　前原暫定集会施設Ｂ会議室
内　容　渇中学生による入賞作品の発表
渇橋詰穣さん（弁護士）によるいじめ問
題についての講演
定　員　４０人（当日先着順）
 

　嫌がらせや 誹  謗 、中傷などでお困りの
ひ ぼう

人は、お気軽にご相談ください（１人１
時間程度）。個人の秘密は、堅く守られ
ます。
と　き　１２月７日（月）午前９時～正午
ところ　市役所第二庁舎１階市民相談室
定　員　３人（申込順）
相談担当者　人権擁護委員

人権を考える集い
人権作文の発表・人権特別講演会

人権・身の上特設相談会

申込方法　当日午前８時３０分から、電話
または直接、広報秘書課広聴係へ。
 

　展示パネルは１０点ほどで、日替わりで
展示します。
ところ　市役所第二庁舎１階正面玄関
 

　夜間「電話法律相談」を実施します。
　人権侵害などに関する困りごとなどが
ありましたら、ぜひ、ご相談ください
（１人１０分程度）。個人の秘密は厳守し
ます。
実施日　１２月１０日（木）午後５時～８時
相談電話　０３−５８０８−０９０６・０９０７
問合先　（公財）東京都人権啓発センター
（☎０３−３８７１−０２１２）

著名人の
「人権メッセージ」パネル展示

夜間人権ホットライン

第三小学第三小学校校
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　人権の花運動は、子どもたちが
植物を育てることによって、豊か
な人権感覚を 育 むとともに、相手

はぐく

に対する優しさや思いやりの心を
養うことを目的に、毎年実施して
います。

　今年は、第三小学校と第四小学
校の子どもたちにお願いしまし
た。４月中旬から種や球根を大切
に植え、世話をしてもらい、見事
な花が咲きました。

第四小学第四小学校校

人権の花運人権の花運動動 みんなの花が咲いたよ。
こんなにきれいに

第　

回
６７

市報こがねい
広告主を募集 １月11日（祝）成人の日 記念行事成人の日 記念行成人の日 記念行事事

年末年始のごみ・資源物収集日等のご確認を


